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１課

授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

とは何
なん

ですか

日本
に ほ ん

の学校
がっこう

では、学
がっ

期
き

ごとに「授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

」という 行
ぎょう

事
じ

があります。子
こ

供
ども

たちが学
がっ

校
こう

の中
なか

でどのように生活
せいかつ

して、勉
べん

強
きょう

しているかを見
み

ることができる特
とく

別
べつ

な日
ひ

です。

普
ふ

段
だん

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

は家
か

庭
てい

の中
なか

だけの子
こ

供
ども

を見
み

ています。しかし、家
か

庭
てい

の中
なか

と学校
がっこう

の中
なか

で

の子
こ

供
ども

の様
よう

子
す

は違
ちが

っています。学校
がっこう

の中
なか

では友
とも

だちと 協 力
きょうりょく

しなければなりません。

また、友
とも

だちとけんかをすることもあるかもしれません。授 業
じゅぎょう

参観
さんかん

することによって、

どのように勉 強
べんきょう

しているのか、担任
たんにん

の先生
せんせい

はどんな先生
せんせい

なのかも知
し

ることができます。

子
こ

供
ども

たちも保
ほ

護
ご

者
しゃ

に学校
がっこう

生活
せいかつ

を見
み

てもらうことで「こんなことができるようになった。」

ということを見
み

せることができ、自信
じしん

になります。

保
ほ

護
ご

者
しゃ

にとっても子
こ

供
ども

にとっても大切
たいせつ

な日
ひ

なので、保
ほ

護
ご

者
しゃ

は仕
し

事
ごと

を休
やす

んで参
さん

加
か

する人
ひと

も多
おお

いです。

授
じゅ

業
ぎょう

は 教
きょう

室
しつ

の後
うし

ろから見
み

たり、廊
ろう

下
か

に立
た

って開
あ

いている窓
まど

から見
み

たりすることがで

きます。発 表
はっぴょう

している子
こ

供
ども

たちの声
こえ

や先生
せんせい

の声
こえ

がよく聞
き

こえるように保
ほ

護
ご

者
しゃ

同
どう

士
し

のお

しゃべりや携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

はやめましょう。授 業
じゅぎょう

の邪魔
じゃま

になるのでビデオやカメラ撮影
さつえい

もし

てはいけません。

教
きょう

室
しつ

や廊
ろう

下
か

などには子
こ

供
ども

たちの絵
え

や 習
しゅう

字
じ

などの作
さく

品
ひん

が展
てん

示
じ

されています。それを見
み

るのも授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

の楽
たの

しみの一
ひと

つです。
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学
がっ

級
きゅう

懇
こ ん

談
だん

会
かい

とはどういう会
かい

でしょうか。

授 業
じゅぎょう

参観
さんかん

のあとに保
ほ

護
ご

者
しゃ

と先生
せんせい

がいろいろなことを話
はな

し合
あ

います。

例
たと

えば、子
こ

供
ども

の学校
がっこう

での様
よう

子
す

や問
もん

題
だい

点
てん

、今
いま

どんな勉
べん

強
きょう

をしているか、家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

で気
き

をつけること、登
とう

下
げ

校
こう

で 注
ちゅう

意
い

することなどについて先生
せんせい

から 話
はなし

があります。保
ほ

護
ご

者
しゃ

は

わからないことを質問
しつもん

することができます。中 学 校
ちゅうがっこう

の学 級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

では進
しん

路
ろ

について

説明
せつめい

があります。

また、学校
がっこう

のいろいろな 係
かかり

を決
き

める「代 表
だいひょう

委員
いいん

選 出
せんしゅつ

」も 行
おこな

われます。

学 級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

は先
せん

生
せい

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

、また保
ほ

護
ご

者
しゃ

同士
どうし

のコミュニケーションの場
ば

です。子
こ

供
ども

たちについていろいろ話
はな

すことで、よりよいクラスを作
つく

ることができます。

日
ひ

ごろ、子
こ

供
ども

が仲
なか

良
よ

くしている友
とも

だちの保
ほ

護
ご

者
しゃ

と話
はな

すチャンスもあります。

〈授 業
じゅぎょう

参観
さんかん

のお知
し

らせ〉を読
よ

んで 考
かんが

えましょう。

正
ただ

しいものに○をつけなさい。

（ ）場
ば

所
しょ

は自
じ

分
ぶん

の子
こ

供
ども

の 教
きょう

室
しつ

です。

（ ）学 級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

は４月
がつ

27日
にち

にあります。

（ ）学 級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

は子
こ

供
ども

も参
さん

加
か

します。

（ ）スリッパを持
も

っていかなければなりません。

（ ） 車
くるま

で行
い

ってもいいです。

（ ）授 業
じゅぎょう

参観
さんかん

に出 席
しゅっせき

しないときは返
へん

事
じ

を出
だ

さなくてもいいです。
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平
へい

成
せい

25年
ねん

４月
がつ

15日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

のお知
し

らせ

いつもお世話
せ わ

になっております。

４月
がつ

26日
にち

は授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

日
び

です。授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

は、お父
とう

さん、お母
かあ

さんなど家
いえ

の人
ひと

に、子
こ

供
ども

が学 校
がっこう

で勉
べん

強
きょう

しているところを見
み

てもらうことです。ぜひ、お子
こ

さんが学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

をがんばっているところを見
み

に来
き

てください。

授 業
じゅぎょう

参
さん

観
かん

のあとで、 学 級
がっきゅう

懇 談 会
こんだんかい

をします。 学 級
がっきゅう

懇 談 会
こんだんかい

は、同
おな

じクラス

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさんとクラスの先
せん

生
せい

が、いっしょにいろいろな 話
はなし

をすることです。

いちばん下
した

の「参
さん

加
か

します」か「参
さん

加
か

しません」のどちらかに〇を付
つ

けて、お子
こ

さん

のクラスと名
な

前
まえ

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の名
な

前
まえ

も書
か

いて、４月
がつ

19日
にち

（金
きん

）までに、クラスの先
せん

生
せい

に

出
だ

してください。

１． 授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

日
にち

時
じ

：平
へい

成
せい

25年
ねん

４月
がつ

26日
にち

（金
きん

曜
よう

日
び

）

１３時
じ

５０分
ぷん

～１４時
じ

３５分
ふん

（５時
じ

間
かん

目
め

）

場
ば

所
しょ

：子供
こども

のクラスの 教
きょう

室
しつ

内
ない

容
よう

：５時
じ

間
かん

目
め

の勉
べん

強
きょう

２． 学
がっ

級
きゅう

懇
こん

談
だん

会
かい

日
にち

時
じ

： 授 業
じゅぎょう

参
さん

観
かん

のあと

１４時
じ

５０分
ぷん

～１５時
じ

３０分
ぷん

場
ば

所
しょ

： 授 業
じゅぎょう

参
さん

観
かん

と同
おな

じ

内
ない

容
よう

：先
せん

生
せい

のあいさつ

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のあいさつ

クラス委
い

員
いん

（クラスのお世
せ

話
わ

をする人
ひと

）を決
き

める。

その他
た

（子
こ

供
ども

のことや学
がっ

校
こう

のことなど、いろいろな 話
はなし

をする）

※ 上
うわ

履
ば

き（スリッパなど、 教
きょう

室
しつ

で履
は

く靴
くつ

）を持
も

って来
き

てください。

※ 車
くるま

で来
こ

ないでください。

-------------------------------切
き

る-------------------------------

学
がっ

級
きゅう

懇
こん

談
だん

会
かい

に （ 参
さん

加
か

します ・ 参
さん

加
か

しません ）

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

子
こ

供
ども

の 名
な

前
まえ

（ ）

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の名
な

前
まえ

（ ）
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平
へい

成
せい

25年
ねん

4月
がつ

15日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさんへ

徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

○○ ○○

授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

のお知
し

らせ

いつもお世話
せ わ

になっております。

さて、今
こん

年
ねん

度
ど

最
さい

初
しょ

の授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

日
び

を、下
か

記
き

のとおり計
けい

画
かく

いたしました。ご多
た

用
よう

の折
おり

とは存
ぞん

じますが、この機
き

会
かい

にお子
こ

様
さま

の学 校
がっこう

生 活
せいかつ

の 姿
すがた

や 学 習
がくしゅう

の様
よう

子
す

をご

覧
らん

いただきたく、ご案
あん

内
ない

申
もう

し上
あ

げます。また 授 業
じゅぎょう

参
さん

観
かん

後
ご

、学 級
がっきゅう

懇 談 会
こんだんかい

も予
よ

定
てい

しております。お手
て

数
すう

ですが、資
し

料
りょう

準
じゅん

備
び

の都
つ

合
ごう

上
じょう

、 出
しゅっ

席
せき

のご都
つ

合
ごう

を下
か

記
き

に記
き

入
にゅう

し、４月
がつ

19日
にち

（金
きん

）までに担
たん

任
にん

までご提
てい

出
しゅつ

ください。

記
き

３． 授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

観
かん

日
にち

時
じ

：平
へい

成
せい

24年
ねん

４月
がつ

26日
にち

（金
きん

曜
よう

日
び

）

１３時
じ

５０分
ぷん

～１４時
じ

３５分
ふん

（５時
じ

間
かん

目
め

）

場
ば

所
しょ

：各
かく

教
きょう

室
しつ

内
ない

容
よう

：５時
じ

間
かん

目
め

の科
か

目
もく

４． 学
がっ

級
きゅう

懇
こん

談
だん

会
かい

日
にち

時
じ

： 同
どう

上
じょう

１４時
じ

５０分
ぷん

～１５時
じ

３０分
ぷん

（５時
じ

間
かん

目
め

終
しゅう

了
りょう

後
ご

）

場
ば

所
しょ

：各
かく

教
きょう

室
しつ

内
ない

容
よう

：担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

のあいさつ

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

クラス代
だい

表
ひょう

委
い

員
いん

の選
せん

出
しゅつ

学 級
がっきゅう

懇 談
こんだん

※ 上
うわ

履
ば

きをご持
じ

参
さん

ください。

※ お 車
くるま

での来 校
らいこう

はご遠
えん

慮
りょ

ください。

-------------------------------切
き

り取
と

り線
せん

- -
－－

-----------------------------

学
がっ

級
きゅう

懇
こん

談
だん

会
かい

に 出
しゅっ

席
せき

（ します ・ しません ）

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

児
じ

童
どう

氏
し

名
めい

（ ）

保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（ ）
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家
か

庭
てい

訪
ほう

問
もん

とは？

日
に

本
ほん

の学校
がっこう

には、先
せん

生
せい

が子
こ

供
ども

の家
いえ

に来
き

て 話
はなし

をする「家
か

庭
てい

訪問
ほうもん

」があります。家
か

庭
てい

で

の様
よう

子
す

を聞
き

いたり、学校
がっこう

の様
よう

子
す

や成績
せいせき

のことなどについて保
ほ

護
ご

者
しゃ

と話
はな

します。

いつありますか。

４月
がつ

下
げ

旬
じゅん

から５月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

です。

時
じ

間
かん

はどのくらいですか。

話
はなし

をする時
じ

間
かん

は 20分
ぷん

くらいです。

どこで話
はな

しますか。

部屋
へ や

の中
なか

で話
はな

すこともあれば、玄関
げんかん

で 話
はなし

をすることもあります。

お茶
ちゃ

は出
だ

しますか。

お茶
ちゃ

やお菓
か

子
し

を出
だ

すことは最近
さいきん

では少
すく

なくなってきましたが、どうすればいいかわか

らないときは他
た

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

に聞
き

くほうがいいでしょう。

子
こ

供
ども

たちの授
じゅ

業
ぎょう

はどうなりますか。

家
か

庭
てい

訪
ほう

問
もん

が 行
おこな

われる期
き

間
かん

は、子
こ

供
ども

たちは午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

しか授 業
じゅぎょう

がありません。給 食
きゅうしょく

を

食
た

べてから下
げ

校
こう

します。

どんなことを話
はな

しますか。

教
きょう

師
し

は子
こ

供
ども

の家
か

庭
てい

での様
よう

子
す

を見
み

て、家
か

庭
てい

で問題
もんだい

がないか、どのような生活
せいかつ

をしてい

るかを知
し

ることができます。また、子
こ

供
ども

の家
いえ

の場
ば

所
しょ

を知
し

っておくことも大
たい

切
せつ

な目
もく

的
てき

です。

保
ほ

護
ご

者
しゃ

も子
こ

供
ども

の学校
がっこう

生活
せいかつ

や勉 強
べんきょう

について質問
しつもん

したり、相談
そうだん

したりすることができま

す。

学 級
がっきゅう

懇談
こんだん

とは違
ちが

って一
いっ

対
たい

一
いち

で 話
はなし

をすることができるので、日
ひ

ごろ気
き

になることを

聞
き

きやすいし、学校
がっこう

や先生
せんせい

への希
き

望
ぼう

も言
い

いやすいです。
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考
かんが

えましょう

１．あなたの地
ち

域
いき

は 南
みなみ

徳島
とくしま

です。

あなたは平日
へいじつ

は３時
じ

半
はん

まで仕事
しごと

をしています。

職
しょく

場
ば

から家
いえ

までは 15分
ふん

です。火
か

曜
よう

日
び

は

５時
じ

半
はん

から、子
こ

供
ども

の学
がく

習
しゅう

塾
じゅく

があります。

次
つぎ

の３つのうち、いちばん適当
てきとう

な時
じ

間
かん

帯
たい

は

どれでしょうか。

２．正
ただ

しいものに○をつけてください。

（ ）お茶
ちゃ

やお菓子
か し

は必
かな

ず出
だ

す。

（ ）予
よ

定
てい

の時間
じかん

より遅
おそ

く先生
せんせい

が来
く

ることがある。

（ ）家
か

庭
てい

訪問
ほうもん

のお知
し

らせの返
へん

事
じ

は 必
かなら

ず、提
てい

出
しゅつ

する。

（ ）先生
せんせい

が帰
かえ

るときにお礼
れい

の品
しな

物
もの

を渡
わた

す。

（ ）先生
せんせい

に相談
そうだん

したいことがたくさんあるので、時
じ

間
かん

は気
き

にしなくてもよい。

（ ）4月
がつ

18日
にち

から 4月
がつ

24日
か

まで、仕
し

事
ごと

が 忙
いそが

しいので、家
か

庭
てい

訪
ほう

問
もん

はことわる。

家
い え

では
どうですか。

４月 18 日

(木)

４月 19 日

(金)

４月 22 日

(月)

４月 23 日

(火)

地
ち

域
いき 徳

とく
島
しま

1～2
東

ひがし
徳島

3～4

西
にし

徳島

5～6

南
みなみ

徳島

7～8

2:00～

2:20

2:20～

2:40

2:40～

3:00

3:00～

3:20

3:20～

3:40 ①

3:40～

4:00 ②

4:00～

4:20 ③

4:20～

4:40

4:40～

5:00

5:00～

5:20

４月 18 日

(木)

４月 19 日

(金)

４月 22 日

(月)

４月 23 日

(火)

地
ち

域
いき 徳

とく
島
しま

1～2
東

ひがし
徳島

3～4

西
にし

徳島

5～6

南
みなみ

徳島

7～8

2:00～

2:20

2:20～

2:40

2:40～

3:00

3:00～

3:20

3:20～

3:40

3:40～

4:00

4:00～

4:20 ①

4:20～

4:40 ②

4:40～

5:00 ③

5:00～

5:20

４月 18 日

(木)

４月 19 日

(金)

４月 22 日

(月)

４月 23 日

(火)

地
ち

域
いき 徳

とく
島
しま

1～2
東

ひがし
徳島

3～4

西
にし

徳島

5～6

南
みなみ

徳島

7～8

2:00～

2:20

2:20～

2:40

2:40～

3:00

3:00～

3:20

3:20～

3:40

3:40～

4:00

4:00～

4:20

4:20～

4:40 ③

4:40～

5:00 ①

5:00～

5:20 ②
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平
へい

成
せい

25年
ねん

４月
がつ

11日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

３年
ねん

１組
くみ

担
たん

任
にん

木村
きむら

よしこ

家庭
かてい

訪問
ほうもん

の日
ひ

について

お世話
せ わ

になっております。

さて、今年
ことし

も、クラスの先
せん

生
せい

がお子
こ

さんの家
いえ

に行
い

って保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）

と 話
はなし

をする「家庭
かてい

訪 問
ほうもん

」をします。

家
いえ

に行
い

く日
ひ

を決
き

めたいと思
おも

いますので、下
した

の日
ひ

の中
なか

でちょうどいい日
ひ

を選
えら

んで、い

ちばんいい日
ひ

に①、二
に

番
ばん

目
め

にいい日
ひ

に②、三
さん

番
ばん

目
め

にいい日
ひ

に③と書
か

いてください。そし

て４月
がつ

15日
にち

までに、担
たん

任
にん

（クラスの先
せん

生
せい

）に出
だ

してください。

よろしくお願
ねが

いします。

４月
がつ

18
１８

日
にち

(木
もく

)

４月
がつ

19日
にち

(金
きん

)

４月
がつ

22日
にち

(月
げつ

)

４月
がつ

23日
にち

(火
か

)

４月
がつ

24日
にち

(水
すい

)

地
ち

域
いき

徳
とく

島
しま

1～2 東
ひがし

徳
とく

島
しま

3～4 西
にし

徳
とく

島
しま

5～6 南
みなみ

徳
とく

島
しま

7～8 北
きた

徳島
とくしま

1～2

2:00～2:20

2:20～2:40

2:40～3:00

3:00～3:20

3:20～3:40

3:40～4:00

4:00～4:20

4:20～4:40

4:40～5:00

5:00～5:20

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

子
こ

供
ども

の 名
な

前
まえ

（ ）

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の名
な

前
まえ

（ ）
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平
へい

成
せい

25年
ねん

４月
がつ

11日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさんへ

徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

3年
ねん

1組
くみ

担 任
たんにん

木村
きむら

よしこ

家
か

庭
てい

訪
ほう

問
もん

希
き

望
ぼう

日
び

調
ちょう

査
さ

のお知
し

らせ

春
しゅん

暖
だん

の候
こう

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

におかれましては、ますますご清
せい

栄
えい

のことと拝
はい

察
さつ

いたします。

さて、本
ほん

年
ねん

度
ど

も下
か

記
き

の通
とお

り、家
か

庭
てい

訪
ほう

問
もん

が始
はじ

まります。

つきましては、日
にっ

程
てい

調
ちょう

整
せい

を 行
おこな

いたいと思
おも

いますので、下
か

記
き

のうち、都
つ

合
ごう

のよい時
じ

間
かん

帯
たい

を第
だい

一
いち

希
き

望
ぼう

から第
だい

三
さん

希
き

望
ぼう

までお選
えら

びいただき、①、②、③とご記
き

入
にゅう

の上
うえ

、4月
がつ

15日
にち

までにお子
こ

さんを

通
つう

じて、学
がっ

級
きゅう

担
たん

任
にん

までご提
てい

出
しゅつ

下
くだ

さい。ご協
きょう

力
りょく

よろしくお願
ねが

いいたします。

４月
がつ

18
１８

日
にち

(木
もく

)

４月
がつ

19日
にち

(金
きん

)

４月
がつ

22日
にち

(月
げつ

)

４月
がつ

23日
にち

(火
か

)

４月
がつ

24日
にち

(水
すい

)

地
ち

域
いき

徳
とく

島
しま

1～2 東
ひがし

徳
とく

島
しま

3～4 西
にし

徳
とく

島
しま

5～6 南
みなみ

徳
とく

島
しま

7～8 北
きた

徳島
とくしま

1～2

2:00～2:20

2:20～2:40

2:40～3:00

3:00～3:20

3:20～3:40

3:40～4:00

4:00～4:20

4:20～4:40

4:40～5:00

5:00～5:20

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

児
じ

童
どう

氏
し

名
めい

（ ）

保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（ ）
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３課

更
こう

衣
い

とは何
なん

ですか

「更
こ う

衣
い

」は、会
かい

話
わ

ではふつう「衣
ころも

替
が

え」と言
い

います。日
に

本
ほん

は、春
は る

、夏
なつ

、秋
あ き

、冬
ふゆ

と季
き

節
せつ

が変
か

わりますが、1

年
ねん

を暑
あつ

い季
き

節
せつ

と寒
さ む

い季
き

節
せつ

の 2 つに分
わ

けます。10月
がつ

から 5月
がつ

までは寒
さ む

い季
き

節
せつ

として、冬服
ふゆふ く

（温
あたた

かくて長
なが

い

袖
そで

の服
ふ く

）を着
き

ます。6月
がつ

になると暑
あつ

くなるので、夏
なつ

服
ふ く

（涼
すず

しくて短
みじか

い袖
そで

の服
ふ く

）に着
き

替
が

えます。6月
がつ

から 9月
がつ

ま

でを暑
あつ

い季
き

節
せつ

とします。それが終
お

わる0月
がつ

には、また寒
さ む

くなるので冬
ふゆ

服
ふ く

に着
き

替
が

えます。このように、季
き

節
せつ

によ

って着
き

る服
ふ く

を替
か

えることを更
こ う

衣
い

、または衣替
こ ろ も が

えといいます。

衣替
こ ろ も が

えをする頃
こ ろ

は季
き

節
せつ

が変
か

わるときなので、暑
あつ

い日
ひ

や寒
さ む

い日
ひ

があります。そこで、衣
ころも

替
が

えをするときは

移
い

行
こ う

期
き

間
かん

を決
き

めています。移
い

行
こ う

期
き

間
かん

と言
い

うのは、夏
なつ

服
ふ く

と冬
ふゆ

服
ふ く

のどちらを着
き

てもよい期
き

間
かん

のことです。例
た と

え

ば10月
がつ

1
つい

日
たち

に衣
ころも

替
が

えをするときは、9月
がつ

の中
なか

ごろから9月
がつ

30日
にち

までのことです。学
がっ

校
こ う

によって、2週
しゅう

間
かん

より長
なが

かったり短
みじか

かったりします。

体
たい

操
そ う

服
ふ く

にも、夏
なつ

の体
たい

操
そ う

服
ふ く

と冬
ふゆ

の体
たい

操
そ う

服
ふ く

があります。体
たい

操
そ う

服
ふ く

は、衣
ころも

替
が

えの日
ひ

を決
き

めていない学
がっ

校
こ う

が

多
おお

く、どちらの体
たい

操
そ う

服
ふ く

を着
き

るかは自
じ

分
ぶん

で決
き

めています。

12 月

10 月

11 月

1 月

2 月

3月

4 月

5 月

6 月7 月

8 月

9 月

冬
ふゆ

の服
ふ く

夏
なつ

の服
ふ く

冬
ふゆ

の体操
た い そ う

服
ふ く

夏
なつ

の体操
た い そ う

服
ふ く

暑
あつ

い季
き

節
せつ

寒
さ む

い季
き

節
せつ
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６月５日

考
かんが

えましょう

眉
び

山
ざん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

っている子
こ

どもが、学
がっ

校
こう

からＰ３０の「更
こう

衣
い

について（お知
し

らせ）」と

いうお便
たよ

りを持
も

って帰
かえ

ってきました。次
つぎ

の問
もん

題
だい

を考
かんが

えてみましょう。

１．お便
たよ

りに書
か

いてある次
つぎ

の言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

を線
せん

で結
むす

んでください

お便
たよ

りの言
こと

葉
ば

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

Ａ.更
こう

衣
い

・ ・１.暑
あつ

いときに着
き

る涼
すず

しくて短
みじか

い袖
そで

の制
せい

服
ふく

Ｂ.実
じっ

施
し

します・ ・２.夏服
なつふく

を着
き

ている月日
つ き ひ

Ｃ.体
たい

調
ちょう

・ ・３.夏
なつ

服
ふ く

と冬
ふゆ

服
ふ く

のどちらを着
き

てもよい日
ひ

のこと

Ｄ.夏
なつ

服
ふく

・ ・４.季
き

節
せつ

によって着
き

る服
ふ く

を替
か

えること、

Ｅ.冬
ふゆ

服
ふく

・ 衣
ころも

替
が

えとも言
い

う

・５.寒
さむ

いときに着
き

る温
あたた

かくて長
なが

い袖
そで

の制
せい

服
ふく

Ｆ.移
い

行
こう

期
き

間
かん

・ ・６.持
も

って行
い

くことができます

Ｇ. 着
ちゃく

用
よう

します・ ・７.水
すい

筒
とう

の中
なか

のもの

Ｈ.夏
なつ

服
ふく

着
ちゃく

用
よう

期
き

間
かん

・ ・８.着
き

ます

Ｉ.持
じ

参
さん

を許
きょ

可
か

します・ ・９. 体
からだ

が元
げん

気
き

か元
げん

気
き

じゃないかということ

Ｊ.中
なか

身
み

・ ・10.行
おこ

ないます（します）

２.次
つぎ

の絵
え

は正
ただ

しいですか。考
かんが

えてみましょう。

６月４日

５月 19 日 ６月 10 日

５月 24 日

６月３日
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平
へい

成
せい

25年
ねん

５月
がつ

13日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

眉
び

山 中
ざんちゅう

学
がっ

校
こう

校 長
こうちょう

〇〇 〇〇

夏
なつ

の服
ふく

について

お世話
せ わ

になっております。

だんだん暑
あつ

くなってきましたので、お子
こ

さんが学
がっ

校
こう

で着
き

る服
ふく

を夏
なつ

の服
ふく

に変
か

えてください。

１． 冬
ふゆ

の服
ふく

でも夏
なつ

の服
ふく

でもどちらでもいいとき

５月
がつ

20日
はつか

（月
げつ

曜
よう

日
び

）～５月
がつ

31日
にち

（金
きん

曜
よう

日
び

）

２． 夏
なつ

の服
ふく

を着
き

るとき

６月
がつ

３日
みっか

（月
げつ

曜
よう

日
び

））～９月
がつ

30日
にち

（月
げつ

曜
よう

日
び

）

＜水
すい

筒
とう

について＞

暑
あつ

くなってきたので、お子
こ

さんに水
すい

筒
とう

を持
も

たせてください。そして次
つぎ

の約
やく

束
そく

を 必
かなら

ず守
まも

ら

せてください。

１． 中
なか

に入
い

れてもいい飲
の

み物
もの

は、お茶
ちゃ

かミネラルウォーターだけです。ジュースやスポーツド

リンクは持
も

って来
き

てはいけません。

２． 水
すい

筒
とう

には、 必
かなら

ず名
な

前
まえ

を書
か

いておいてください。

３．飲
の

む時
じ

間
かん

は、休
やす

み時
じ

間
かん

・昼
ひる

休
やす

みだけです。授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

は 机
つくえ

の上
うえ

に置
お

いてはいけません。

４．ペットボトルに入
い

れて持
も

ってきたときも、 必
かなら

ず家
いえ

に持
も

って帰
かえ

ってください。



12（本冊 30P）

平
へい

成
せい

25年
ねん

５月
がつ

13日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさんへ

眉
び

山
さん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

校 長
こうちょう

〇〇 〇〇

更
こう

衣
い

について（お知
し

らせ）

若
わか

葉
ば

が 美
うつく

しいこの頃
ごろ

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

には、ますますご清
せい

祥
しょう

のこととお 喜
よろこ

び申
もう

し上
あ

げます。日頃
ひごろ

は、本
ほん

校
こう

の 教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

に、格
かく

別
べつ

のご支
し

援
えん

と 協 力
きょうりょく

をいただき、厚
あつ

くお礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。

さて、本
ほん

校
こう

の制
せい

服
ふく

の更
こう

衣
い

を、次
つぎ

のとおり実
じっ

施
し

します。本
ほん

格
かく

的
てき

な夏
なつ

に備
そな

えて、ご 準
じゅん

備
び

くださいますよう、よろしくお願
ねが

いいたします。

１． 移
い

行
こう

期
き

間
かん

５月
がつ

20日
は つ か

（月
げつ

曜
よう

日
び

）～５月
がつ

31日
にち

（金
きん

曜
よう

日
び

）

その日
ひ

の天
てん

候
こう

や体
たい

調
ちょう

に合
あ

わせて、夏
なつ

服
ふく

、冬
ふゆ

服
ふく

のどちらを 着
ちゃく

用
よう

してもよいこと

とします。

２． 夏
なつ

服
ふく

着
ちゃく

用
よう

期
き

間
かん

６月
がつ

３日
みっか

（月
げつ

曜
よう

日
び

））～９月
がつ

30日
にち

（月
げつ

曜
よう

日
び

）

＜水
すい

筒
とう

について＞

暑
あつ

くなってきたので、水
すい

筒
とう

の持
じ

参
さん

を許
きょ

可
か

します。ただし、次
つぎ

の約
やく

束
そく

を 必
かなら

ず守
まも

ってくだ

さい。

１． 中
なか

身
み

は、お茶
ちゃ

またはミネラルウォーターとする。（ジュースやスポーツドリンクは禁
きん

止
し

）

２． 水
すい

筒
とう

には、 必
かなら

ず名
な

前
まえ

を記
き

入
にゅう

しておく。

３．飲
の

む時
じ

間
かん

は、休
やす

み時
じ

間
かん

・昼
ひる

休
やす

みとし、 机
つくえ

の上
うえ

には置
お

かない。

４．ペットボトルの場
ば

合
あい

は、飲
の

み終
お

わったあと 必
かなら

ず家
いえ

に帰
かえ

って処
しょ

分
ぶん

する。

（環
かん

境
きょう

を 考
かんが

えて、なるべく水
すい

筒
とう

を持
も

って来る
く

ようにしてください。）
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水泳
すいえい

の授 業
じゅぎょう

夏
なつ

になると、体
たい

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

で泳
およ

ぐ練
れん

習
しゅう

をします。ほと

んどの学
がっ

校
こう

にはプールがあり、そこで泳
およ

ぎます。

水
すい

泳
えい

の授
じゅ

業
ぎょう

では、まず水
みず

に慣
な

れることを目
もく

標
ひょう

に指
し

導
どう

します。次
つぎ

に浮
う

いたり泳
およ

いだりすることの楽
たの

しさを知
し

り、

「クロール」「平
ひら

泳
およ

ぎ」で気
き

持
も

ちよく泳
およ

いだり，泳
およ

ぐ距
きょ

離
り

を伸
の

ばしたりすることに楽
たの

しさや喜
よろこ

びを感
かん

じることができ

る授
じゅ

業
ぎょう

です。また、水
すい

泳
えい

は命
いのち

にかかわることから，安
あん

全
ぜん

に

ついても必
かなら

ず学
がく

習
しゅう

します。

小
しょう

学
がっ

校
こう

での水
すい

泳
えい

の授
じゅ

業
ぎょう

は、水
みず

に慣
な

れるまでは、水
みず

に入
はい

り歩
ある

きます。少
すこ

し慣
な

れてくると顔
かお

をつける練
れん

習
しゅう

をします。それか

ら、水
みず

に浮
う

いたり、もぐったりする練
れん

習
しゅう

や、水
みず

の中
なか

で息
いき

を吐
は

く

練
れん

習
しゅう

をします。

これらができるようになると、次
つぎ

にいろいろな浮
う

き方
かた

や

水
みず

に浮
う

いたまま壁
かべ

を蹴
け

る練
れん

習
しゅう

をします。上
じょう

手
ず

に水
みず

に浮
う

けるようになると、いよいよ泳
およ

ぐ練
れん

習
しゅう

です。泳
およ

ぐ練
れん

習
しゅう

はビート板
ばん

を使
つか

って、キックやストローク、呼
こ

吸
きゅう

をし

ながらの初
しょ

歩
ほ

的
てき

な練
れん

習
しゅう

から始
はじ

めます。

これらが上
じょう

手
ず

になると、２つの泳
およ

ぎ方
かた

「クロール／平
ひら

泳
およ

ぎ」を覚
おぼ

えます。
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（ ）

（ ）

（ ） （ ）

考
かんが

えましょう

１．何
なん

と言
い

いますか。

（ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ）

（ ） （ ） （ ）

２．何
なに

をしていますか。

・水着
み ず ぎ

・コース ・プールサイド ・水泳帽
すいえいぼう

（キャップ） ・コースロープ

・タオル ・ゴーグル ・ビート板
ばん

・飛
と

び込
こ

み台
だい

・準
じゅん

備
び

体
たい

操
そう

・シャワーを浴
あ

びる ・顔
かお

を水
みず

につける ・浮
う

く ・もぐる ・平泳
ひらおよ

ぎ

・水
すい

中
ちゅう

で息
いき

を吐
は

く ・キックする ・ビート板
ばん

を使
つか

って泳
およ

ぐ ・クロール

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）
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平
へい

成
せい

25年
ねん

６月
がつ

３日
み っ か

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

水
すい

泳
えい

の 授 業
じゅぎょう

について

いつもお世話
せ わ

になっております。

６月
がつ

２４日
か

（月
げつ

）から水
すい

泳
えい

の授
じゅ

業
ぎょう

（学
がっ

校
こう

のプールで泳
およ

ぐ 練 習
れんしゅう

をする）を始
はじ

めます。

体
からだ

の 調
ちょう

子
し

が悪
わる

いときは水
すい

泳
えい

ができませんので、水
すい

泳
えい

がある日
ひ

の朝
あさ

は、いつもよりもっと

お子
こ

さんの 体
からだ

の 調
ちょう

子
し

に 注
ちゅう

意
い

してください。

１． 水
すい

泳
えい

ができない人
ひと

・ 体
からだ

の 調
ちょう

子
し

が悪
わる

い人
ひと

・目
め

や耳
みみ

の 調
ちょう

子
し

が悪
わる

い人
ひと

・前
まえ

の日
ひ

に 注
ちゅう

射
しゃ

をした人
ひと

・けがをして、まだ治
なお

っていない人
ひと

・ 頭
あたま

がとてもかゆい人
ひと

２．水
みず

着
ぎ

について

・紺
こん

色
いろ

（NAVY）で絵
え

が何
なに

もついていない水
みず

着
ぎ

と、青
あお

の水
すい

泳
えい

の帽
ぼう

子
し

を用
よう

意
い

してください。

・白
しろ

い布
ぬの

（たて５㎝☓よこ８㎝）に名
な

前
まえ

を書
か

いて、水
みず

着
ぎ

につけてください。（ 男
おとこ

の子
こ

は前
まえ

の 左
ひだり

に、 女
おんな

の子
こ

は前
まえ

の真
ま

ん中
なか

に）

・帽
ぼう

子
し

に、大
おお

きい字
じ

で名
な

前
まえ

を書
か

いてください。

３．保
ほ

護
ご

者
しゃ

の許
きょ

可
か

（自
じ

分
ぶん

の子
こ

どもが泳
およ

いでもいいと言
い

うこと）について

水
すい

泳
えい

の授
じゅ

業
ぎょう

には、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の許
きょ

可
か

が必
ひつ

要
よう

です。下
した

の「水
すい

泳
えい

参
さん

加
か

承
しょう

諾
だく

書
しょ

」に名
な

前
まえ

を書
か

いてはんこを押
お

し、 ６月
がつ

３日
みっか

（月
げつ

）までにクラスの先 生
せんせい

に出
だ

してください。

-------------------------------切
き

る-------------------------------

水
すい

泳
えい

参
さん

加
か

承
しょう

諾
だく

書
しょ

徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

いつも子
こ

供
ども

の 体
からだ

の 調
ちょう

子
し

によく 注
ちゅう

意
い

して、水
すい

泳
えい

の授
じゅ

業
ぎょう

に参
さん

加
か

させます。

平
へい

成
せい

年
ねん

月
がつ

日
にち

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

子
こ

供
ども

の名
な

前
まえ

（ ）

保護者
ほごしゃ

の名前
なまえ

（ ）印

電
でん

話
わ

（ ）
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平
へい

成
せい

25年
ねん

６月
がつ

３日
みっか

保
ほ

護
ご

者
しゃ

各
かく

位
い

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校 長
こうちょう

〇〇 〇〇

水
すい

泳
えい

指
し

導
どう

及
およ

び健
けん

康
こう

管
かん

理
り

について

初
しょ

夏
か

の候
こう

、貴
き

行
こう

ますますご清
せい

栄
えい

のこととお 慶
よろこ

び申
もう

し上
あ

げます。平
へい

素
そ

は格
かく

別
べつ

のご高
こう

配
はい

を 賜
たまわ

り、厚
あつ

く御
おん

礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。

６月
がつ

24日
か

（月
げつ

）のプール開
びら

きにより、本
ほん

年
ねん

度
ど

の水
すい

泳
えい

指
し

導
どう

が始
はじ

まります。４月
がつ

以
い

降
こう

の健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

の結
けっ

果
か

、内
ない

科
か

、眼
がん

科
か

、耳
じ

鼻
び

科
か

等
とう

に異
い

常
じょう

のあった児童
じどう

につきましては、この機
き

会
かい

に

早
はや

く治 療
ちりょう

するようにお願
ねが

いいたします。 また、 体
からだ

の 調
ちょう

子
し

が悪
わる

い時
とき

は、水
すい

泳
えい

指
し

導
どう

は受
う

けられませんので、ご家庭
かてい

での健
けん

康
こう

管
かん

理
り

にご留 意
りゅうい

くださいますよう、くれぐれもよろしくお願
ねが

いいたします。

記

１．プールに入
はい

れない人
ひと

・心
しん

臓
ぞう

に異
い

常
じょう

がある人
ひと

・外
がい

耳
じ

炎
えん

・ 中
ちゅう

耳
じ

炎
えん

・角
かく

膜
まく

炎
えん

・結
けつ

膜
まく

炎
えん

など、目
め

、耳
みみ

に異 常
いじょう

がある人
ひと

・予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

直
ちょく

後
ご

の人
ひと

・皮膚
ひ ふ

に腫
はれ

物
もの

・切
きり

傷
きず

などの異
い

常
じょう

がある人
ひと

・ 頭
あたま

ジラミがいる人
ひと

２．当
とう

日
じつ

の体
たい

調
ちょう

でプールに入
はい

れない人
ひと

熱
ねつ

がある時
とき

、下痢
げ り

をしている時
とき

、せき・鼻 水
はなみず

・のどの痛
いた

みがある時
とき

、頭
ず

痛
つう

がする時
とき

、

生
せい

理
り

中
ちゅう

、傷
きず

が化
か

膿
のう

している時
とき

、その他
た

体
からだ

の 調
ちょう

子
し

が悪
わる

い時
とき

は、入
はい

れません。

３．水
みず

着
ぎ

について

・男
だん

子
し

、女
じょ

子
し

とも紺
こん

色
いろ

無
む

地
じ

の水
みず

着
ぎ

、青
あお

の水
すい

泳
えい

帽
ぼう

を 着
ちゃく

用
よう

してください。

・男
だん

子
し

水
みず

着
ぎ

には 左
ひだり

腰
こし

部
ぶ

分
ぶん

に、女
じょ

子
し

水
みず

着
ぎ

には胸
むね

正 面
しょうめん

に白
しろ

布
ぬの

（たて５㎝☓よこ８㎝）

で名前
なまえ

を縫
ぬ

い付
つ

けて下
くだ

さい。

・水
すい

泳
えい

帽
ぼう

には、大
おお

きい字
じ

で名
な

前
まえ

を記
き

入
にゅう

してください。

４．参
さん

加
か

承
しょう

諾
だく

書
しょ

について

水
すい

泳
えい

指
し

導
どう

は、保
ほ

護
ご

者
しゃ

のご 承
しょう

諾
だく

を得
え

た上
うえ

で進
すす

めることになりますので、水
すい

泳
えい

指
し

導
どう

を希
き

望
ぼう

するご家
か

庭
てい

は、下
か

記
き

の水
すい

泳
えい

参
さん

加
か

承
しょう

諾
だく

書
しょ

にご記
き

入
にゅう

、押
おう

印
いん

の上
うえ

、６月
がつ

10日
とおか

（月
げつ

）ま

でに担
たん

任
にん

にご 提 出
ていしゅつ

ください。

-------------------------------切
き

り取
と

り線
せん

-------------------------------

水
すい

泳
えい

参
さん

加
か

承
しょう

諾
だく

書
しょ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

殿
どの

水
すい

泳
えい

指
し

導
どう

に参
さん

加
か

させるとともに、水
すい

泳
えい

指
し

導
どう

当
とう

日
じつ

の子
こ

どもの健
けん

康
こう

観 察
かんさつ

に責
せき

任
にん

をもちます。

平
へい

成
せい

年
ねん

月
がつ

日
にち

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

児
じ

童
どう

氏
し

名
めい

（ ）

保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（ ）印
いん

緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

先
さき

（ ）
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４課

日
に

本
ほん

の夏
なつ

休
やす

みについて

○ 夏
なつ

休
やす

みはどうしてあるのですか。

日
に

本
ほん

の夏
なつ

は、気
き

温
おん

が高
たか

く、蒸
む

し暑
あつ

いので、勉
べん

強
きょう

がしにくいからです。

○ 夏
なつ

休
やす

みはいつですか。

1学
がっ

期
き

と 2学
がっ

期
き

の間
あいだ

の７月
がつ

20 日
は つ か

頃
ご ろ

から、８月
がつ

31日
にち

までです。夏
なつ

休
やす

みの間
あいだ

で、２回
かい

くらい登
と う

校
こ う

日
び

が

あって、学
がっ

校
こ う

に行
い

きます。

○ 夏
なつ

休
やす

みはどのように過
す

ごしますか。

長
なが

い休
やす

みなので、初
は じ

めに計
けい

画
か く

を立
た

てます。そうして学
がっ

校
こ う

に行
い

っていたときと同
おな

じように、朝
あ さ

早
はや

く起
お

きて、

勉
べん

強
きょう

したり、家
いえ

の手
て

伝
つだ

いをしたり、夜
よ る

は早
はや

く寝
ね

るなど規
き

則
そ く

正
ただ

しい生
せい

活
かつ

をします。

○ 夏
なつ

休
やす

みの宿
しゅく

題
だい

をします。

・ 絵
え

日
に っ

記
き

を書
か

きます。

・ 自
じ

由
ゆ う

研
けん

究
きゅう

をします。

・ 夏
なつ

休
やす

みのワークブックをします。

・ 読
ど く

書
し ょ

感
かん

想
そ う

文
ぶん

を書
か

きます。

・ 工
こ う

作
さ く

・ 絵
え

○ 水
すい

泳
えい

をしたり、自
じ

分
ぶん

の好
す

きなスポーツをします。

○ 家
か

族
ぞ く

とどこかへ出
で

かけたり、旅
り ょ

行
こ う

をしたりします。
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考
かんが

えましょう

１．子
こ

供
ど も

たちの生
せい

活
かつ

について、いいと思
お も

うものには（ ○ ）、よくないと思
お も

うものには

（ × ）を入
い

れてください。

（ ）夏
なつ

休
やす

みは長
なが

いので、子
こ

供
ど も

たちの好
す

きなように生
せい

活
かつ

する。

（ ）楽
たの

しい休
やす

みだから、家
いえ

の手
て

伝
つだ

いなどはしなくていい。

（ ）自
じ

分
ぶん

で勉
べん

強
きょう

する習
しゅう

慣
かん

をつける。

（ ）１日
にち

中
じゅう

、ずっとゲームをしたり、テレビを見
み

たりする。

（ ）ラジオ体
たい

操
そ う

に行
い

ったり、水
すい

泳
えい

に行
い

ったりして、体
たい

力
り ょ く

をつける。

（ ）学
がっ

校
こ う

へ行
い

っていた時
と き

と同
おな

じような生
せい

活
かつ

をする。

（ ）朝
あ さ

はゆっくり起
お

きて、夜
よ る

は遅
おそ

くまで起
お

きている。

２．夏
なつ

休
やす

みについてのお便
た よ

り「外
がい

出
しゅつ

について」を読
よ

んで、 に適
て き

当
と う

なことばを下
し た

の から選
えら

んで、

答
こ た

えてください。

｛ 外
がい

出
しゅつ

について ｝

夏
なつ

は不
ふ

審
し ん

者
し ゃ

の被
ひ

害
がい

が特
と く

に です。知
し

らない人
ひ と

や にであったときどうするか、日
ひ

ごろ

からお子
こ

さんと話
はな

し合
あ

っておいてください。外
がい

出
しゅつ

するときは必
かなら

ず、目
も く

的
て き

、 同
ど う

行
こ う

者
し ゃ

、

を確
か く

認
にん

してください。子
こ

供
ど も

たちだけでの は危
き

険
けん

です。友
と も

達
だち

の家
いえ

にも絶
ぜっ

対
たい

「 」 友
と も

達
だち

を「 」ようにしてください。

子
こ

供
ど も

たちだけで、カラオケボックスやゲームセンターへ行
い

くことは しています。公
こ う

共
きょう

の施
し

設
せつ

を

利
り

用
よ う

するときは、きまりを 、まわりの人
ひ と

に をかけないようにしてください。

・夜
や

間
かん

外
がい

出
しゅつ

・禁
きん

止
し

・迷
めい

惑
わ く

・心
しん

配
ぱい

・帰
き

宅
た く

時
じ

間
かん

・守
ま も

り ・泊
と

まらない ・泊
と

めない ・不
ふ

審
しん

な人
ひと

・行
い

き先
さ き

３．文
ぶん

の にあてはまることばを（ ）の中
なか

から選
え ら

んでください。

・夏
なつ

休
やす

みが 。（始
は じ

まります／始
は じ

めます）

・自
じ

主
し ゅ

的
て き

な学
が く

習
しゅう

の習
しゅう

慣
かん

を 。（身
み

につきます／身
み

につけます）

・泳
お よ

ぎに行
い

く機
き

会
かい

が 。（増
ふ

やします／増
ふ

えます）

・友
と も

達
だち

を家
いえ

に 。（泊
と

まりません／泊
と

めません）

・まわりの人
ひ と

に迷
めい

惑
わ く

を 。（かかりません／かけません）

・ラジオ体
たい

操
そ う

や水
すい

泳
えい

をして体
たい

力
り ょ く

を 。（つきましょう／つけましょう）
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夏
なつ

休
やす

みの生
せい

活
かつ

についてのお願
ねが

い

１ 規
き

則
そく

正
ただ

しく健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

１）生
せい

活
かつ

について

休
やす

み 中
ちゅう

は時
じ

間
かん

どおりの生
せい

活
かつ

がしにくいです。自
じ

分
ぶん

でスケジュールを作
つく

って、学
がく

習
しゅう

、スポ

ーツ、家
いえ

の手
て

伝
つだ

いをし、毎
まい

日
にち

日
にっ

記
き

を書
か

いて、きちんとした生
せい

活
かつ

を送
おく

るようにしてください。

２）勉
べん

強
きょう

について

だれにも言
い

われなくても勉
べん

強
きょう

しましょう。本
ほん

をたくさん読
よ

みましょう。

３）健
けん

康
こう

について

テレビを見
み

すぎたり、夜
よる

遅
おそ

くまで起
お

きていたり、食
た

べ過
す

ぎたりしないように 注
ちゅう

意
い

しましょう。ま

た、ラジオ体
たい

操
そう

（家
いえ

の近
ちか

くで朝
あさ

、子
こ

供
ども

たちが集
あつ

まって体
たい

操
そう

をします）や水
すい

泳
えい

（泳
およ

ぎます）

などに参
さん

加
か

しましょう。虫
むし

歯
ば

は、休
やす

みのあいだに治
なお

すようにしましょう。

４）家
いえ

での手
て

伝
つだ

いについて

家
いえ

で、自
じ

分
ぶん

にできることは手
て

伝
つだ

いましょう。

５）お金
かね

の使
つか

い方
かた

について

こづかい（子
こ

供
ども

がもらうお金
かね

）は、よく 考
かんが

えて 使
つかい

いましょう。友
とも

達
だち

にお金
かね

を貸
か

したり借
か

り

たり、物
もの

を売
う

ったり買
か

ったりしないようにしてください。

２ 事
じ

故
こ

のない安
あん

全
ぜん

な生
せい

活
かつ

１）水
すい

泳
えい

について

プールや海
うみ

などに泳
およ

ぎに行
い

くときは、絶
ぜっ

対
たい

に事
じ

故
こ

が起
お

こらないように 注
ちゅう

意
い

しましょう。泳
およ

ぎ

に行
い

くときは、どこへ行
い

くか、誰
だれ

と行
い

くか、そして帰
かえ

ってくる時
じ

間
かん

を確
たし

かめてください。

２）交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

について

交
こう

通
つう

ルールをよく守
まも

って、安
あん

全
ぜん

な生
せい

活
かつ

をするようにしてください。

３）外
そと

に出
で

かけるときについて

もし、知
し

らない人
ひと

やあやしい人
ひと

に会
あ

ったらどうするか、お子
こ

さんと話
はな

し合
あ

っておいてください。出
で

かけるときは、 必
かなら

ず、誰
だれ

とどこへ行
い

くか、帰
かえ

ってくる時
じ

間
かん

を確
たし

かめてください。子
こ

供
ども

たちだけ

で夜
よる

出
で

かけてはいけません。

子
こ

供
ども

たちだけで、カラオケボックスやゲームセンターへ行
い

ってはいけません。

４）危
あぶ

ない遊
あそ

びについて

火
ひ

で遊
あそ

んだり、子
こ

供
ども

だけで花
はな

火
び

をしたり、危
あぶ

ない場
ば

所
しょ

で釣
つ

りをしたりしないようにしてください。

３ その他
た

インターネットや携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

のトラブル、ゲームを貸
か

したり借
か

りたりするトラブルにも 注
ちゅう

意
い

してください。

お子
こ

さんや友
とも

達
だち

に大
おお

きな 病
びょう

気
き

・けが・事
じ

故
こ

があったときは、できるだけ早
はや

く学
がっ

校
こう

へ連
れん

絡
らく

してください。

４ 相
そう

談
だん

・連
れん

絡
らく

○○○学
がっ

校
こう

□□□-□□□□○○交 番
こうばん

（けいさつ）□□□-□□□□ 担
たん

任
にん

（クラスの先
せん

生
せい

）□□□-□□□□

お子
こ

さまにとって、楽
たの

しい夏
なつ

休
やす

みがもうすぐ始
はじ

まります。楽
たの

しく、安
あん

全
ぜん

に、夏
なつ

休
やす

みを過
す

ごすために次
つぎ

のことについて、皆
みな

様
さま

のご 協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。
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夏
なつ

休
やす

みの生
せい

活
かつ

についてのお願
ねが

い

１ 計
けい

画
かく

的
てき

で健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

１）規
き

則
そく

正
ただ

しい生
せい

活
かつ

休
やす

み 中
ちゅう

は生活
せいかつ

が不
ふ

規
き

則
そく

になりやすい時
とき

です。自
じ

分
ぶん

の計
けい

画
かく

したスケジュールにそって、学 習
がくしゅう

、

スポーツ、家
いえ

の手
て

伝
つだ

いをし、毎
まい

日
にち

日
にっ

記
き

を書
か

き、規
き

則
そく

正
ただ

しい生
せい

活
かつ

を送
おく

るようにしてください。

２）自
じ

主
しゅ

的
てき

・計
けい

画
かく

的
てき

な学
がく

習
しゅう

夏
なつ

休
やす

みはじっくりと家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

ができる機
き

会
かい

です。この 間
あいだ

に自
じ

主
しゅ

的
てき

な学
がく

習
しゅう

の 習
しゅう

慣
かん

を身
み

に

つけるようにしましょう。また、読
どく

書
しょ

などを積
せっ

極
きょく

的
てき

にするのもよいでしょう。

３）健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

テレビの見
み

すぎ、夜
よ

ふかし、暴飲
ぼういん

暴 食
ぼうしょく

をつつしみ、健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

をするようにしてください。また

ラジオ体
たい

操
そう

や水
すい

泳
えい

などにも積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

し、体
たい

力
りょく

をつけましょう。また、虫
むし

歯
ば

などがある場
ば

合
あい

は、こ

の休
やす

みを利
り

用
よう

して治
ち

療
りょう

してください。

４）家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

への 協
きょう

力
りょく

家
か

庭
てい

で、自
じ

分
ぶん

にできることは積
せっ

極
きょく

的
てき

に手
て

伝
つだ

いをし、楽
たの

しい家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

を送
おく

るようにしてください。

５）金
きん

銭
せん

の節
せつ

約
やく

こづかいについては、無
む

駄
だ

遣
づか

いをやめ、計
けい

画
かく

的
てき

に使
つか

うようにしてください。友
とも

達
だち

とのお金
かね

の貸
か

し

借
か

りや、物
もの

の売
う

り買
か

いはしないようにしてください。

２ 事
じ

故
こ

のない安
あん

全
ぜん

な生活
せいかつ

１）水
すい

泳
えい

夏
なつ

は、プールや海
うみ

など泳
およ

ぎに行
い

く機
き

会
かい

が増
ふ

えます。きまりをよく守
まも

って絶
ぜっ

対
たい

に事
じ

故
こ

が起
お

こらない

ようにしましょう。水
すい

泳
えい

に行
い

くときは、行
い

き先
さき

、同
どう

行
こう

者
しゃ

、帰
き

宅
たく

時
じ

間
かん

を確
かく

認
にん

してください。

２）交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

の防
ぼう

止
し

交通
こうつう

ルールをよく守
まも

り、安
あん

全
ぜん

な生
せい

活
かつ

をするようにしてください。

３）外
がい

出
しゅつ

について

夏
なつ

は、不
ふ

審
しん

者
しゃ

の被
ひ

害
がい

が特
とく

に心
しん

配
ぱい

です。知
し

らない人
ひと

や不
ふ

審
しん

な人
ひと

に出
で

会
あ

ったときどうするか、日
ひ

ご

ろからお子
こ

さんと話
はな

し合
あ

っておいてください。外
がい

出
しゅつ

をするときは、必
かなら

ず、目
もく

的
てき

、行
い

き先
さき

、同
どう

行
こう

者
しゃ

、

帰
き

宅
たく

時
じ

間
かん

を確
かく

認
にん

してください。子
こ

供
ども

たちだけでの夜
や

間
かん

の外
がい

出
しゅつ

は禁
きん

止
し

しています。友
とも

達
だち

の家
いえ

にも「絶
ぜっ

対
たい

泊
と

まらない」友
とも

達
だち

を「泊
と

めない」ようにしてください。

公
こう

共
きょう

の施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

する時
とき

はきまりを守
まも

り、まわりの人に迷惑
めいわく

をかけないようにしてください。

４）危
き

険
けん

な遊
あそ

び

火
ひ

遊
あそ

び、危
き

険
けん

な花
はな

火
び

などの使
し

用
よう

や、危
き

険
けん

な場
ば

所
しょ

での釣
つ

りなどをしないようにしてください。

３ その他
た

インターネット・携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

によるトラブル、ゲームの貸
か

し借
か

りによるトラブルにも 注
ちゅう

意
い

してください。

お子
こ

さんや友
とも

達
だち

に大
おお

きな 病
びょう

気
き

・けが・事
じ

故
こ

等
など

があったときは、できるだけ早
はや

く学
がっ

校
こう

へご連
れん

絡
らく

ください。

４ 相
そう

談
だん

・連
れん

絡
らく

○○○学
がっ

校
こう

□□□-□□□□ ○○交
こう

番
ばん

□□□-□□□□ 担
たん

任
にん

□□□-□□□□

お子
こ

さまにとって、もうすぐ楽
たの

しい夏 休
なつやす

みが始
はじ

まります。楽
たの

しく、安
あん

全
ぜん

に、そして 充 実
じゅうじつ

した

夏 休
なつやす

みにするために次
つぎ

のことについて、保護者
ほごしゃ

の皆
みな

様
さま

のご 協
きょう

力
りょく

をよろしくお願
ねが

いします。
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個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

とは何
なん

ですか

個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

は個
こ

人
じん

面
めん

談
だん

とも言
い

います。保
ほ

護
ご

者
しゃ

と担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

が、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の子
こ

供
ども

について一
いっ

対
たい

一
いち

で個
こ

別
べつ

に話
はなし

をします。先
せん

生
せい

は学
がっ

校
こう

での子
こ

供
ども

の様
よう

子
す

などを話
はな

し、保
ほ

護
ご

者
しゃ

は家
か

庭
てい

での子
こ

供
ども

の様
よう

子
す

や相
そう

談
だん

したいことがあれば相
そう

談
だん

します。（三
さん

者
しゃ

面
めん

談
だん

のときは、子
こ

供
ども

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

、担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

の３人
にん

で、進
しん

路
ろ

のことなどを話
はな

し合
あ

います。学
がっ

校
こう

によって違
ちが

いますが、小
しょう

学
がっ

校
こう

の５、６年
ねん

生
せい

や中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

のときに行
おこな

います。）

個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

はいつ、ありますか。

学
がく

年
ねん

によって、また学
がっ

校
こう

によって違
ちが

いますが、年
ねん

１回
かい

くらいで、

７月
がつ

の夏
なつ

休
やす

み前
ぜん

後
ご

に行
おこな

われることが多
おお

いようです。

小
しょう

学
がっ

校
こう

の５、６年
ねん

生
せい

や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の２、３年
ねん

生
せい

は年
ねん

２回
かい

くらいで、

夏
なつ

休
やす

み前
ぜん

後
ご

と、冬
ふゆ

休
やす

み前
ぜん

後
ご

に行
おこな

われることが多
おお

いようです。

個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

の時
じ

間
かん

はどのくらいですか。

時
じ

間
かん

は、一人
ひ と り

15分
ふん

程度
て い ど

です。時
じ

間
かん

が限
かぎ

られているので、聞
き

きた

いことや相
そう

談
だん

したいことがあれば、メモをしておきましょう。

懇
こん

談
だん

のときのあいさつ

・ 先
せん

生
せい

には日
ひ

頃
ごろ

○○が、お世話
せ わ

になっております。

・ 暑
あつ

いですね。／寒
さむ

いですね。今日
き ょ う

はお世
せ

話
わ

になります。

学
がっ

校
こう

での生
せい

活
かつ

を聞
き

く

・ 学
がっ

校
こう

では、友
とも

達
だち

と仲
なか

良
よ

くしているでしょうか。

・ 家
いえ

では、片
かた

付
づ

けや掃
そう

除
じ

が苦
にが

手
て

なんですが、学
がっ

校
こう

では掃
そう

除
じ

な

どきちんとできているのでしょうか。

・ 時
じ

間
かん

は守
まも

れているのでしょうか。

・ クラスでの役
やく

割
わり

などは、果
は

たせているのでしょうか。
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個
こ

人
じ ん

懇
こ ん

談
だん

でどんなことを相
そ う

談
だん

しますか。

・ ○○は漢
かん

字
じ

が苦
にが

手
て

で、読
よ

めませんし、書
か

けません。どうしたらいいでしょうか。

いい本
ほん

とか、いい勉
べん

強
きょう

の仕
し

方
かた

とかあったら教
おし

えていただきたいのですが。

・ ○○は算
さん

数
すう

のかけ算
ざん

がむずかしいと言
い

っています。九
く

九
く

が分
わ

かっていないようです。

九
く

九
く

を１の段
だん

から声
こえ

を出
だ

して覚
おぼ

えていったらいいのでしょうか。

・ 勉
べん

強
きょう

のことで、先
せん

生
せい

からごらんになって、気
き

になるところとか、これはこうしたら

いいと思
おも

われることがあったら教
おし

えてください。

・ ○○は、友
とも

達
だち

と話
はな

すのは大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

で困
こま

ることはないと言
い

っていますが、国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

が、

さっぱり分
わ

からないと言
い

っています。このままでは心
しん

配
ぱい

なので、塾
じゅく

にでも行
い

かせよ

うかと思
おも

うのですが、先
せん

生
せい

はどう思
おも

われますか。

・ ○○は前
まえ

はよく学
がっ

校
こう

のことや、友
とも

達
だち

のことを家
うち

でよく話
はな

していたのですが、最
さい

近
きん

は

ほとんど話
はな

しません。学
がっ

校
こう

で何
なに

かあったのでしょうか。先
せん

生
せい

、○○に何
なに

か変
か

わった

ことはありませんか。

・ 最
さい

近
きん

、○○に元
げん

気
き

がないんです。聞
き

いても、別
べつ

に何
なに

もないと言
い

います。学
がっ

校
こう

でだれ

かとけんかしたとか、仲
なか

間
ま

はずれにされているとか、いじめられているとか、心
しん

配
ぱい

で

仕
し

方
かた

がないんです。先
せん

生
せい

は、何
なに

かお心
こころ

当
あ

たりはございませんか。気
き

をつけて見
み

てや

ってください。よろしくお願
ねが

いします。
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平
へい

成
せい

25年
ねん

６月
がつ

28日
にち

３年
ねん

１組
くみ

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

３年
ねん

１組
くみ

担
たん

任
にん

木
き

村
むら

よしこ

個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

希
き

望
ぼう

日
び

調
ちょう

査
さ

のお知
し

らせ

いつもお世
せ

話
わ

になっております。

個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

（お子
こ

さんについて、保
ほ

護者
ごしゃ

と話
はな

します）をします。一
いち

学
がっ

期
き

もあと少
すこ

しで

すから、お子
こ

さんの学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

や 勉 強
べんきょう

の様
よう

子
す

を担 任
たんにん

（クラスの先 生
せんせい

）から話
はな

して、

保
ほ

護
ご

者
しゃ

から家
いえ

での様
よう

子
す

、学
がっ

校
こう

への意
い

見
けん

・希
き

望
ぼう

を聞
き

きたいと思
おも

います。

都合
つごう

がいい日
ひ

を確認
かくにん

したいので、一 番
いちばん

いい時間
じかん

に①、二
に

番
ばん

目
め

にいい時
じ

間
かん

に②、三
さん

番
ばん

目
め

にいい時
じ

間
かん

に③と下
した

に書
か

いてください。そして７月
がつ

５日
いつか

（金
きん

）までに、担
たん

任
にん

まで持
も

っ

てきてください。よろしくお願
ねが

いします。

７月
がつ

１２日
にち

(金
きん

)

７月
がつ

１６日
にち

(火
か

)

７月
がつ

１７日
にち

(水
すい

)

７月
がつ

１８日
にち

(木
も く

)

７月
がつ

１９日
にち

（金
きん

)

15:00～15:20

15:20～15:40

15:40～16:00

16:00～16:20

16:20～16:40

16:40～17:00

17:00～17:20

17:20～17:40

17:40～18:00

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

子
こ

供
ども

の名
な

前
まえ

（ ）

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の名
な

前
まえ

（ ）
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平
へい

成
せい

25年
ねん

６月
がつ

28日
にち

３年
ねん

１組
くみ

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさまへ

徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

３年
ねん

１組
くみ

担
たん

任
にん

木
き

村
むら

よしこ

個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

希
き

望
ぼう

日
び

調
ちょう

査
さ

のお知
し

らせ

いつもお世
せ

話
わ

になっております。

さて、このたび下
か

記
き

のとおり個
こ

人
じん

懇
こん

談
だん

を実
じっ

施
し

いたします。一
いち

学
がっ

期
き

もあとわずかとな

り、お子
こ

様
さま

の学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

や学
がく

習
しゅう

の様
よう

子
す

を担 任
たんにん

よりお 話
はなし

させていただくとともに、

あわせて保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

より、ご家
か

庭
てい

での様
よう

子
す

、学
がっ

校
こう

へのご意
い

見
けん

・ご要
よう

望
ぼう

をお聞
き

きし、

今
こん

後
ご

の指
し

導
どう

に役
やく

立
だ

たせることを目
もく

的
てき

として実
じっ

施
し

します。

つきましては、日
にっ

程
てい

調
ちょう

整
せい

を 行
おこな

いたいと思
おも

いますので、下記
か き

のうち、都合
つごう

のよい時
じ

間
かん

帯
たい

を第
だい

一
いち

希
き

望
ぼう

から第
だい

三
さん

希
き

望
ぼう

までお選
えら

びいただき、①、②、③とご記
き

入
にゅう

の上、７月
がつ

５日
いつか

（金
きん

）までにお子
こ

さんを通
つう

じて、学
がっ

級
きゅう

担
たん

任
にん

までご提
てい

出
しゅつ

下
くだ

さい。ご協 力
きょうりょく

よろしくお願
ねが

いいた

します。

７月
がつ

12日
にち

(金
きん

)

７月
がつ

1６日
にち

(火
か

)

７月
がつ

１７日
にち

(水
すい

)

７月
がつ

１８日
にち

(木
もく

)

７月
がつ

１９日
にち

（金
きん

)

15:00～15:20

15:20～15:40

15:40～16:00

16:00～16:20

16:20～16:40

16:40～17:00

17:00～17:20

17:20～17:40

17:40～18:00

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

児
じ

童
ど う

氏
し

名
めい

（ ）

保
ほ

護
ご

者
しゃ

氏
し

名
めい

（ ）
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平
へい

成
せい

２５年
ねん

９月
がつ

８日
ようか

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

が出
で

たときの登
とう

校
こう

（学
がっ

校
こう

へ行く
いく

こと）と下
げ

校
こう

（学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ること）について

気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

は、天
てん

気
き

がひどいとき、「危
き

険
けん

があるかもしれないので 注
ちゅう

意
い

してください」

というお知
し

らせです。気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

は、テレビやラジオ、インターネットなどで確
たし

かめるこ

とができますから、天
てん

気
き

がひどいときは、気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

が出
で

ているかどうか 必
かなら

ず確
たし

かめて

ください。気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

には、大 雨
おおあめ

警 報
けいほう

（雨
あめ

がひどいとき）、暴 風
ぼうふう

警 報
けいほう

（風
かぜ

がひどいと

き）、洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

（川
かわ

の水
みず

が増
ふ

えて危
あぶ

ないとき）、波
は

浪
ろう

警
けい

報
ほう

（海
うみ

の波
なみ

が大
おお

きいとき）、大
おお

雪
ゆき

警
けい

報
ほう

（雪
ゆき

がひどいとき）があります。気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

が出
で

た場
ば

合
あい

、徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

では次
つぎ

のようにします。

学
がっ

校
こう

が始
はじ

まる前
まえ

に警
けい

報
ほう

が出
で

ている場
ば

合
あい

１．午
ご

前
ぜん

７時
じ

に、徳
とく

島
しま

・鳴
なる

門
と

で「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

か暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のどちらかが出
で

ている場
ば

合
あい

は、

家
いえ

にいてください。学
がっ

校
こう

に来
き

てはいけません。

２．午
ご

前
ぜん

７時
じ

に、「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

か暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のどちらかが出
で

ても、午
ご

前
ぜん

11時
じ

までになくな

った場
ば

合
あい

は、天
てん

気
き

や町
まち

の様
よう

子
す

を見
み

て危
あぶ

なくなければ、昼
ひる

ごはんを食
た

べてから（ 給
きゅう

食
しょく

はありません）、午
ご

後
ご

１時
じ

までに学 校
がっこう

へ来
き

てください。保
ほ

護
ご

者
しゃ

が、まだ危
き

険
けん

だと思
おも

う場
ば

合
あい

は登
とう

校
こう

しなくてもいいです。その場
ば

合
あい

は、学
がっ

校
こう

まで連
れん

絡
らく

してください。

３． 「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

か暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のどちらかが午
ご

前
ぜん

11時
じ

になっても続
つづ

いているときは、学
がっ

校
こう

は休
やす

みです。

警
けい

報
ほう

が授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に出た場
ば

合
あい

１．登
とう

校
こう

中
ちゅう

または授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に、「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

または暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のどちらかが出
で

た場
ば

合
あい

は、先 生
せんせい

が天
てん

気
き

や町
まち

の様
よう

子
す

を見
み

て、危
あぶ

なくなければ子
こ

供
ども

は家
いえ

に帰
かえ

ります。天
てん

気
き

や町
まち

の様
よう

子
す

を見
み

て、危
あぶ

ないと思
おも

った時
とき

は、危
あぶ

なくなくなるまで学
がっ

校
こう

で待
ま

ちます。

その他
た

１．「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

か暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のどちらかが出
で

た時
とき

に、「登
とう

校
こう

する」「家
いえ

にいる」「下
げ

校
こう

する」「学
がっ

校
こう

で待
ま

つ」などは、学
がっ

校
こう

から家
いえ

へ電
でん

話
わ

で連
れん

絡
らく

はしません。家
いえ

から学
がっ

校
こう

に

電
でん

話
わ

で聞
き

くこともなるべくやめてください。

２．その他
た

の警
けい

報
ほう

（洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

・大
おお

雪
ゆき

警
けい

報
ほう

など）が出
で

ている場
ば

合
あい

は、登
とう

校
こう

しますが、

天
てん

気
き

や町
まち

の様
よう

子
す

によって、危
き

険
けん

になるかもしれないときは、家
いえ

にいてください。その

場
ば

合
あい

は学
がっ

級
きゅう

連
れん

絡
らく

網
もう

で連
れん

絡
らく

します。

３．川
かわ

の水
みず

が増
ふ

えて、家
いえ

に水
みず

が入
はい

ってしまったり、道
みち

が通
とお

れなくなったりして、学 校
がっこう

に

来
く

ることができない場
ば

合
あい

は、休
やす

んでも欠
けっ

席
せき

にはなりません。

気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

が出
で

た時
とき

や、天
てん

気
き

によって学
がっ

校
こう

に来
く

ることができないとき、子
こ

供
ども

たちの安
あん

全
ぜん

をよく 考
かんが

えて、どうするか決
き

めてください。
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平
へい

成
せい

25年
ねん

９月
がつ

８日
ようか

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさまへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇〇〇

気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

発
はつ

令
れい

時
じ

の対
たい

処
しょ

について（お知
し

らせ）

このことについて、徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

では、次
つぎ

のようにいたします。ご家
か

庭
てい

でも、児
じ

童
どう

の

安
あん

全
ぜん

のために、ご理
り

解
かい

ご 協
きょう

力
りょく

くださいますようお願
ねが

いいたします。

始
し

業
ぎょう

前
まえ

に警
けい

報
ほう

が発
はつ

令
れい

されている場
ば

合
あい

１．午
ご

前
ぜん

７時
じ

現
げん

在
ざい

、徳
とく

島
しま

・鳴
なる

門
と

地
ち

域
いき

に「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

または暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のいずれかが発
はつ

令
れい

されている場
ば

合
あい

は、しばらくの 間
あいだ

、児
じ

童
どう

を自
じ

宅
たく

で待
たい

機
き

させてください。

２． 上
じょう

記
き

の警
けい

報
ほう

が午
ご

前
ぜん

１１時
じ

までに解
かい

除
じょ

された場
ば

合
あい

は、安
あん

全
ぜん

を確
たし

かめ、 昼 食
ちゅうしょく

をす

ませてから（ 給
きゅう

食
しょく

はありません）、午
ご

後
ご

１時
じ

までに、登
とう

校
こう

させてください。ただし、

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の判
はん

断
だん

によって、まだ危
き

険
けん

だと思
おも

われる場
ば

合
あい

は、登
とう

校
こう

させないでください。

その場
ば

合
あい

は、学
がっ

校
こう

までご連
れん

絡
らく

ください。

３． 上
じょう

記
き

の警
けい

報
ほう

が午
ご

前
ぜん

１１時
じ

以
い

降
こう

も継
けい

続
ぞく

しているときは（１１時
じ

以
い

降
こう

に解
かい

除
じょ

された場
ば

合
あい

を含
ふく

む）引
ひ

き続
つづ

き臨
りん

時
じ

休
きゅう

校
こう

とします。

警
けい

報
ほう

が授
じゅ

業
ぎょう

の途
と

中
ちゅう

で発
はつ

令
れい

された場
ば

合
あい

１．登
とう

校
こう

中
ちゅう

または授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に、「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

または暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のいずれかが発
はつ

令
れい

さ

れた場
ば

合
あい

は、安
あん

全
ぜん

等
とう

を確
かく

認
にん

し、児
じ

童
どう

を下
げ

校
こう

させます。

※大
おお

雨
あめ

・暴
ぼう

風
ふう

等
とう

が短
たん

時
じ

間
かん

の後
あと

に止
や

むことが予
よ

想
そう

される場
ば

合
あい

は、直
ただ

ちに下
げ

校
こう

せずに天
てん

候
こう

回
かい

復
ふく

の様
よう

子
す

をみるために、児
じ

童
どう

を学
がっ

校
こう

に待
たい

機
き

させることがあります。

その他
た

１．上
じょう

記
き

の「大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

または暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

」のいずれかの発
はつ

令
れい

による自
じ

宅
たく

待
たい

機
き

・途
と

中
ちゅう

下
げ

校
こう

・登
とう

校
こう

などの指
し

示
じ

は、原
げん

則
そく

として、電
でん

話
わ

による学
がっ

級
きゅう

連
れん

絡
らく

網
もう

では流
なが

しませ

ん。学
がっ

校
こう

への問
と

い合
あ

わせは、できるだけご遠
えん

慮
りょ

ください。

２．その他
た

の警
けい

報
ほう

（洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

・大
おお

雪
ゆき

警
けい

報
ほう

等
など

）が発
はつ

令
れい

されている場
ば

合
あい

は、登
とう

校
こう

する

ことを原
げん

則
そく

とします。ただし、気
き

象
しょう

状
じょう

況
きょう

や洪
こう

水
ずい

の 状
じょう

況
きょう

により自
じ

宅
たく

待
たい

機
き

をお

願
ねが

いする場
ば

合
あい

があります。その場
ば

合
あい

は学
がっ

級
きゅう

連
れん

絡
らく

網
もう

で連
れん

絡
らく

します。いずれの場
ば

合
あい

も、

十
じゅう

分
ぶん

に安
あん

全
ぜん

を確
かく

認
にん

してから、登
とう

校
こう

するようお子
こ

さんにご指
し

導
どう

をお願
ねが

いします。

３． 増
ぞう

水
すい

など非
ひ

常
じょう

災
さい

害
がい

で欠
けっ

席
せき

した児
じ

童
どう

については、 出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

扱
あつか

い（欠
けっ

席
せき

とし

ない）とします。

気
き

象
しょう

警
けい

報
ほう

発
はつ

令
れい

時
じ

や、非
ひ

常
じょう

災
さい

害
がい

時
じ

には、あくまで児
じ

童
どう

の安
あん

全
ぜん

を第
だい

一
いち

と 考
かんが

えて

おりますので、 上
じょう

記
き

にかかわらず臨
りん

機
き

応
おう

変
へん

に対
たい

処
しょ

してくださいますようお願
ねが

いいたします。
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平
へい

成
せい

25年
ねん

９月
がつ

27日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

運
うん

動
どう

会
かい

のお知
し

らせ

いつもお世話
せ わ

になっております。

次
つぎ

のとおり運
うん

動
どう

会
かい

をします。ぜひ、家
か

族
ぞく

の皆
みな

さんでいっしょに、がんばっているお子
こ

さ

んを見
み

に来
き

てください。

１．時
じ

間
かん

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

） ９：００～１５：００

※子
こ

供
ども

は、８：１０までに学
がっ

校
こう

に来
こ

なければいけません。

※昼
ひる

ごはんは１２：００～１３：００です。

運
うん

動
どう

場
じょう

で家
か

族
ぞく

といっしょに食
た

べますから、家
か

族
ぞく

みんなのお弁
べん

当
とう

を持
も

っ

て来
き

てください。

※雨
あめ

が降
ふ

ったら日
ひ

を変
か

えます。

２．場
ば

所
しょ

学
がっ

校
こう

の運
うん

動
どう

場
じょう

３．運
うん

動
どう

会
かい

の日
ひ

と休
やす

みの日
ひ

の予
よ

定
てい

予
よ

定
てい

どおりの場
ば

合
あい

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

）運
うん

動
どう

会
かい

１０月
がつ

１５日
にち

（月
げつ

）休
やす

み

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

）に雨
あめ

が降
ふ

った場
ば

合
あい

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

）休
やす

み

１０月
がつ

１４日
か

（日
にち

）運
うん

動
どう

会
かい

１０月
がつ

１５日
にち

（月
げつ

）休
やす

み

１０月
がつ

１４日
か

（日
にち

）も雨
あめ

が降
ふ

った場
ば

合
あい

１０月
がつ

１４日
か

（日
にち

）休
やす

み

１０月
がつ

１５日
にち

（月
げつ

）運
うん

動
どう

会
かい

朝
あさ

、お弁
べん

当
とう

を持
も

たせてください。

子
こ

供
ども

だけで食
た

べます。

４．お願
ねが

い

◆保
ほ

護
ご

者
しゃ

が参
さん

加
か

できるものもあります。ぜひ参
さん

加
か

してください。

◆ 車
くるま

で来
こ

ないでください。

◆ 写 真
しゃしん

やビデオを撮
と

るときは、子
こ

供
ども

が走
はし

っているところに入
はい

らないでください。

◆ 運
うん

動
どう

会
かい

の日
ひ

の子
こ

供
ども

の服
ふく

と持
も

って来
く

るもの

服
ふく

······················ 体
たい

操
そう

服
ふく

、赤
あか

白
しろ

の帽
ぼう

子
し

持
も

って来
く

るもの ····· タオル、水
すい

筒
とう
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平
へい

成
せい

25年
ねん

９月
がつ

27日
にち

保護者
ほごしゃ

のみなさまへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

秋
しゅう

季
き

大
だい

運
うん

動
どう

会
かい

のご案
あん

内
ない

秋
あき

晴
ば

れの候
こう

、ますますご清
せい

祥
しょう

のことと存
ぞん

じます。日
ひ

頃
ごろ

は本
ほん

校
こう

の 教
きょう

育
いく

にご理
り

解
かい

ご

協
きょう

力
りょく

をいただきありがとうございます。

さて、本
ほん

校
こう

では下
か

記
き

のとおり運
うん

動
どう

会
かい

を開
かい

催
さい

します。つきましては、ご家
か

族
ぞく

お揃
そろ

いで

ご来
らい

場
じょう

いただき、子
こ

供
ども

たちにご声
せい

援
えん

をお送
おく

りくださいますようご案
あん

内
ない

申
もう

し上
あ

げます。

記
き

１．日
にち

時
じ

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

） ９：００～１５：００

昼
ちゅう

食
しょく

１２：００～１３：００ 各
かく

家
か

庭
てい

にてお弁
べん

当
とう

をご用
よう

意
い

ください。

児
じ

童
どう

は、８：１０までに登
とう

校
こう

雨
う

天
てん

の場
ば

合
あい

は 順
じゅん

延
えん

２．会
かい

場
じょう

本
ほん

校
こう

校
こう

庭
てい

３．振
ふり

替
かえ

休
きゅう

業
ぎょう

日
び

の 扱
あつか

いについて

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

）実
じっ

施
し

の場
ば

合
あい

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

） 運
うん

動
どう

会
かい

１０月
がつ

１５日
にち

（月
げつ

）振
ふり

替
かえ

休
きゅう

業
ぎょう

日
び

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

） 中
ちゅう

止
し

の場
ば

合
あい

１０月
がつ

１３日
にち

（土
ど

） 授
じゅ

業
ぎょう

なし。登
とう

校
こう

しません。

１０月
がつ

１４日
か

（日
にち

）運
うん

動
どう

会
かい

１０月
がつ

１５日
にち

（月
げつ

）振
ふり

替
かえ

休
きゅう

業
ぎょう

日
び

１０月
がつ

１４日
か

（日
にち

）も 中
ちゅう

止
し

の場
ば

合
あい

１０月
がつ

１４日
か

（日
にち

）授
じゅ

業
ぎょう

なし。登
とう

校
こう

しません。

１０月
がつ

１５日
にち

（月
げつ

）運
うん

動
どう

会
かい

。お弁
べん

当
とう

の用
よう

意
い

。

４．その他
た

◆ ＰＴＡの種
しゅ

目
もく

にはふるってご参
さん

加
か

ください。

◆ お 車
くるま

でのご来
らい

場
じょう

はご遠
えん

慮
りょ

ください。

◆ 写
しゃ

真
しん

やビデオの撮
さつ

影
えい

のために走
そう

路
ろ

内
ない

に立
た

ち入
い

らないようお願
ねが

いいたします。

◆ 運
うん

動
どう

会
かい

当
とう

日
じつ

のお子
こ

様
さま

の服
ふく

装
そう

、持
も

ち物
もの

服
ふく

装
そう

········· 体 操 服
たいそうふく

、紅 白 帽
こうはくぼう

持
も

ち物
もの

·········· タオル、水
すい

筒
とう
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８課

インフルエンザにかかったら

インフルエンザにかかったら

急
きゅう

に高
たか

い熱
ねつ

が出
で

て、 体
からだ

のいろいろなところが痛
いた

くなったときは、インフルエンザかも

しれません。すぐに 病
びょう

院
いん

へ行
い

ってください。そして、インフルエンザだと言
い

われたら、人
ひと

にうつるので学
がっ

校
こう

や仕
し

事
ごと

に行
い

ってはいけません。日
に

本
ほん

では、規
き

則
そく

で学
がっ

校
こう

に行
い

ってはいけな

いことになっています。学校
がっこう

に行
い

ってはいけないことを出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

と言
い

います。でも、欠席
けっせき

にはなりません。

出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

と欠
けっ

席
せき

の違
ちが

い

欠席
けっせき

・・・・学校
がっこう

に行
い

かなければならないときに、自
じ

分
ぶん

の都
つ

合
ごう

で休
やす

むとき

（例
れい

）けがをした。熱
ねつ

が出
で

た。家族
か ぞ く

と国
くに

へ帰
かえ

った。

出席
しゅっせき

停止
て い し

・・学校
がっこう

から「学校
がっこう

へ来
こ

ないでください。」と言
い

われたとき

（例
れい

）他
ほか

の人
ひと

にうつる病気
びょうき

になったとき（インフルエンザなど）

出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

になったら、学校
がっこう

へ行
い

ってはいけません。医
い

者
しゃ

に「インフルエンザです」と言
い

われたら、学校
がっこう

へすぐに知
し

らせて、学校
がっこう

を休
やす

みます。休
やす

んだ間
あいだ

は、欠席
けっせき

ではなく、出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

となります。

治
ち

癒
ゆ

証
しょう

明
めい

書
しょ

治
なお

ったことを学校
がっこう

に知
し

らせるためのプリントです。そのプリントに医
い

者
しゃ

の印
いん

をもらって

ください。それを学校
がっこう

へ出
だ

します。

治
ち

癒
ゆ

証
しょう

明
めい

書
しょ

は必
ひつ

要
よう

な学
がっ

校
こう

と、そうでない学校
がっこう

があります。

インフルエンザや風邪
か ぜ

にならないために

手
て

を洗
あら

う うがいをする マスクをする
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出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

の期
き

間
かん

（休
やす

まなければいけない期
き

間
かん

）

インフルエンザの病
びょう

気
き

になってから５日
い つ か

間
かん

、そして熱
ねつ

が下
さ

がってから２日
ふ つ か

間
かん

例
れい

１ 1/24 に熱
ねつ

が下
さ

がった場
ば

合
あい

０日

熱
ねつ

が出
で

た日
ひ

１
いち

日
にち

目
め

２日目
ふ つ か め

熱
ねつ

が下
さ

がる

３日
みっか

目
め

熱
ねつ

が下
さ

がっ

て1
いち

日
にち

４日
よ っ か

目
め

熱
ねつ

が下
さ

がっ

て2日
ふつか

５日
いつか

目
め

６日
むいか

目
め

学
がっ

校
こ う

へ

行
い

けます

1/22 1/23 1/24 1/25 1/26 1/27 1/28

例
れい

１の場
ば

合
あい

は 1/28から登
と う

校
こ う

できます。

例
れい

２ 1/26に熱
ねつ

が下
さ

がった場
ば

合
あい

０日

熱
ねつ

が出
で

た日
ひ

１
いち

日
にち

目
め

２日目
ふ つ か め

３日
みっか

目
め

４日
よ っ か

目
め

熱
ねつ

が下
さ

がる

５日
いつか

目
め

熱
ねつ

が下
さ

がっ

て1
いち

日
にち

６日
むいか

目
め

熱
ねつ

が下
さ

がっ

て2日
ふつか

７日
なのか

目
め

学
がっ

校
こ う

へ

行
い

けます

1/22 1/23 1/24 1/25 1/26 1/27 1/28 1/29

例
れい

2 の場
ば

合
あい

は１/29日
にち

から登
と う

校
こ う

できます。
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平
へい

成
せい

25年
ねん

10月
がつ

25日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

インフルエンザについて

今年
ことし

もインフルエンザが 流
りゅう

行
こう

する季
き

節
せつ

になりました。お子
こ

さんに、毎
まい

日
にち

、うがいや手
て

洗
あら

いをするように言
い

ってください。せき・鼻
はな

水
みず

が出
で

るときには、他
ほか

の子
こ

どもにうつらない

ように、マスクをつけて登
とう

校
こう

（学
がっ

校
こう

に行
い

くこと）させてください。そして早
はや

めに 病
びょう

院
いん

で

みてもらってください。

病
びょう

院
いん

で、医
い

者
しゃ

に「インフルエンザです」と言
い

われた時
とき

は、すぐに学
がっ

校
こう

に知
し

らせてく

ださい。そして次
つぎ

の期
き

間
かん

は、学
がっ

校
こう

に来
く

ることはできませんので、 必
かなら

ず休
やす

んでください。

次
つぎ

の期間
きかん

を過
す

ぎてから、医
い

者
しゃ

に「登
とう

校
こう

してもいい」と言
い

われたら、登
とう

校
こう

していいです。

＜休
やす

まなければいけない期
き

間
かん

＞

インフルエンザの 病
びょう

気
き

になってから５日間
いつかかん

、そして熱
ねつ

が下
さ

がってから２日間
ふつかかん

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

（電
でん

話
わ

088-○○○―○○○○）
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平
へい

成
せい

25年
ねん

10月
がつ

25日
にち

保護者
ほごしゃ

のみなさまへ

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

インフルエンザについて

初
しょ

冬
とう

のみぎり、皆
みな

様
さま

におかれましては、ますますご 健 勝
けんしょう

のこととお 慶
よろこ

び申
もう

し上
あ

げ

ます。

例
れい

年
ねん

のことですが、今年
ことし

もインフルエンザが 流
りゅう

行
こう

する時期
じ き

になりました。日
ひ

頃
ごろ

からう

がい、手
て

洗
あら

いを励
れい

行
こう

し、予
よ

防
ぼう

に努
つと

めるようご指
し

導
どう

をお願
ねが

いしたします。せき・鼻
はな

水
みず

の 症
しょう

状
じょう

があらわれた場
ば

合
あい

には、マスクを 着
ちゃく

用
よう

し、他
ほか

のお子
こ

さんへの感
かん

染
せん

を防
ふせ

ぐためにも

「おかしいな」と思
おも

ったら早
はや

めに医
い

師
し

の診
しん

察
さつ

を受
う

けてください。

学
がっ

校
こう

保
ほ

健
けん

法
ほう

によってインフルエンザも「学
がっ

校
こう

において予
よ

防
ぼう

すべき伝
でん

染
せん

病
びょう

」のひと

つと定
さだ

められています。インフルエンザと診
しん

断
だん

されたら、医
い

師
し

の登
とう

校
こう

許
きょ

可
か

が出
で

るまで学
がっ

校
こう

に登
とう

校
こう

できず 出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

扱
あつか

いとなります。 出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

基
き

準
じゅん

は下
か

記
き

の通
とお

りとなっ

ていますので、ご案
あん

内
ない

いたします。

記
き

伝
でん

染
せん

病
びょう

の種
しゅ

類
るい

病
びょう

名
めい 出

しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

の期
き

間
かん

第
だい

２種
しゅ

感
かん

染
せん

症
しょう

飛
ひ

沫
まつ

感
かん

染
せん

するもので学
がっ

校
こう

におい

て 流
りゅう

行
こう

を広
ひろ

げる可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

い

感
かん

染
せん

症
しょう

インフルエンザ 発
はっ

症
しょう

した後
あと

５日
いつか

を経
けい

過
か

し，

かつ，解
げ

熱
ねつ

した後
あと

２日
ふつか

を経
けい

過
か

するまで

※医
い

師
し

の診
しん

察
さつ

の結
けっ

果
か

、インフルエンザと判
はん

明
めい

した時
とき

は、学校
がっこう

までお知
し

らせください。

ご不
ふ

明
めい

な点
てん

は、お問
と

い合
あわ

せください。

徳 島
とくしま

小
しょう

学
がっ

校
こう

（電
でん

話
わ

088-○○○―○○○○）
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11 課

給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

今日
き ょ う

は給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

の日
ひ

です。子
こ

供
ども

たちがいつも食
た

べている給
きゅう

食
しょく

をお父
とう

さんやお母
かあ

さ

んが食
た

べてみることができる日
ひ

です。

受
うけ

付
つけ

の時
じ

間
かん

の 12時
じ

になりました。家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

に子
こ

供
ども

たちのお父
とう

さんやお母
かあ

さんが集
あつ

まって

来
き

ました。家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

の入
いり

口
ぐち

で、受付
うけつけ

の係
かかり

の人
ひと

に自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

を言
い

って、参
さん

加
か

費
ひ

の 280円
えん

を払
はら

い

ます。参
さん

加
か

費
ひ

を払
はら

った人は、アンケートの紙
かみ

をもらって家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

のいすに座
すわ

ります。家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

の前
まえ

のほうには、給 食
きゅうしょく

のお鍋
なべ

や食
しょっ

器
き

が置
お

かれています。

12時
じ

10分
ぷん

になりました。栄
えい

養
よう

士
し

の先
せん

生
せい

と給
きゅう

食
しょく

室
しつ

の人
ひと

が、給
きゅう

食
しょく

を配
くば

り始
はじ

めます。お父
とう

さ

んやお母
かあ

さんも手
て

伝
つだ

います。

12時
じ

20分
ぷん

になりました。校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

とＰＴＡ会長
かいちょう

があいさつをします。それから栄
えい

養
よう

士
し

の

先
せん

生
せい

が、今日
き ょ う

のメニューの説
せつ

明
めい

をします。今日
き ょ う

のメニューは、肉
にく

じゃが、大
だい

豆
ず

とちりめん

の揚
あ

げ煮
に

、牛
ぎゅう

乳
にゅう

、パンです。

12時
じ

30分
ぷん

になりました。みんなで一
いっ

緒
しょ

に「いただきます」と言
い

って、配
くば

られた料
りょう

理
り

を食
た

べ始
はじ

めます。ときどき隣
となり

の人
ひと

と料
りょう

理
り

について話
はなし

をします。

13時
じ

になりました。食
た

べる時
じ

間
かん

は終
お

わりです。栄
えい

養
よう

士
し

の先
せん

生
せい

が「給
きゅう

食
しょく

はどうでしたか」

と聞
き

きました。意
い

見
けん

が言
い

いたい人
ひと

は言
い

います。それから、受付
うけつけ

のときにもらったアンケー

トに記
き

入
にゅう

し、感
かん

想
そう

を書
か

きます。

13時
じ

10分
ぷん

になりました。自
じ

分
ぶん

が食
た

べた食
しょっ

器
き

を片
かた

付
づ

けます。そして栄
えい

養
よう

士
し

の先
せん

生
せい

にお礼
れい

を

言
い

って、家
いえ

に帰
かえ

ります。

肉じゃが

大豆とちりめんの揚げ煮

牛乳

パン
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料
りょう

理
り

について考
かんが

えましょう

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

辛
から

い ・ 味
あじ

が濃
こ

い ・ 柔
やわ

らかい ・ バランスがいい ・ 量
りょう

が少
すく

ない ・ すっぱい

バランスが悪
わる

い ・ しょっぱい／塩
しお

辛
から

い ・ 味
あじ

が薄
うす

い ・ 甘
あま

い ・ 量
りょう

が多
おお

い ・ 固
かた

い
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平
へい

成
せい

25年
ねん

２月
がつ

４日
か

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

PTA会
かい

長
ちょう

〇〇 〇〇

給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

（ 給
きゅう

食
しょく

を食
た

べてみる会
かい

）について

子
こ

供
ども

たちが食
た

べている 給
きゅう

食
しょく

の試
し

食
しょく

会
かい

をします。ぜひ参加
さんか

して、子
こ

供
ども

たちがいつも食
た

べている 給
きゅう

食
しょく

を食
た

べてみてください。

【時
じ

間
かん

】平
へい

成
せい

２５年
ねん

２月
がつ

２６日(火
か

) 12時
じ

～13時
じ

10分
ぷん

【場
ば

所
しょ

】 徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

【メニュー】 肉
にく

じゃが・大
だい

豆
ず

とちりめんの揚
あ

げ煮
に

・ 牛
ぎゅう

乳
にゅう

・パン

【お 金
かね

】 ２８０円
えん

★参
さん

加
か

したい人
ひと

は、下
した

にお子
こ

さんの組
くみ

、番
ばん

号
ごう

、名
な

前
まえ

、参
さん

加
か

する人
ひと

の名
な

前
まえ

を書
か

いて２月
がつ

20日
はつか

（水
すい

)までに、お子
こ

さんからクラスの先
せん

生
せい

に渡
わた

してください。

★お金
かね

は来
き

た時
とき

に集
あつ

めますので、おつりがいらないように280円
えん

ちょうどを持
も

って来
き

てくだ

さい。

申
もう

し込
こ

みをした人
ひと

は、もし休
やす

んでも、あとでお金
かね

を払
はら

わなければなりません。

-----------------------------------切
き

る-----------------------------------

給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

参
さん

加
か

申
もうし

込
こみ

書
しょ

＊ 給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

に参
さん

加
か

します。

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

子
こ

供
ども

の 名
な

前
まえ

参
さん

加
か

する人
ひと

の名
な

前
まえ
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平
へい

成
せい

25年
ねん

２月
がつ

４日
か

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさんへ

徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

PTA会
かい

長
ちょう

〇〇 〇〇

給 食
きゅうしょく

試 食 会
ししょくかい

のご案
あん

内
ない

梅
ばい

花
か

の候
こう

、皆 様
みなさま

にはいかがお過
す

ごしでしょうか。

さて、日
ひ

ごろ子
こ

どもたちが食
た

べている 給 食
きゅうしょく

の試 食 会
ししょくかい

を下
か

記
き

のとおり開
かい

催
さい

いたします。

お 忙
いそが

しいこととは存
ぞん

じますが、多
た

数
すう

のご参
さん

加
か

をお待
ま

ちしております。

記
き

【日
にち

時
じ

】平
へい

成
せい

２５年
ねん

２月
がつ

26日
にち

(火
か

) １２時
じ

(受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

)～１３時
じ

１０分
ぷん

( 終
しゅう

了
りょう

予
よ

定
てい

)

【場
ば

所
しょ

】 徳
とく

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

【試
し

食
しょく

献
こん

立
だて

】 肉
にく

じゃが・大
だい

豆
ず

とちりめんの揚
あ

げ煮
に

・ 牛
ぎゅう

乳
にゅう

【参
さん

加
か

費
ひ

用
よう

】 ２８０円
えん

★費用
ひよう

は当日
とうじつ

集金
しゅうきん

いたします。つり銭
せん

のないようにご用意
ようい

ください。

食 品
しょくひん

準 備
じゅんび

の都 合 上
つごうじょう

、当 日
とうじつ

欠
けっ

席
せき

になった場
ば

合
あい

でも後
ご

日
じつ

費
ひ

用
よう

を 集
しゅう

金
きん

させていただき

ます。 ご 了
りょう

承
しょう

ください。

★参加
さんか

希
き

望
ぼう

者
しゃ

は 申
もうし

込
こみ

書
しょ

を２月
がつ

20日
はつか

(水
すい

)までに担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

にご提
てい

出
しゅつ

ください。

以
い

上
じょう

------------------------------切
き

り取
と

り線
せん

--------------------------------------

給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

参
さん

加
か

申
もうし

込
こみ

書
しょ

＊ 給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

に参
さん

加
か

します。

年
ねん

組
くみ

児
じ

童
どう

氏
し

名
めい

参加
さんか

希
き

望
ぼう

者
しゃ

氏
し

名
めい
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卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

では、１年
ねん

間
かん

にいろいろな式
しき

（Ceremony, 仪式）があります。その中
なか

で卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

は、子
こ

供
ども

たちが小
しょう

学
がっ

校
こう

の６年
ねん

間
かん

または中
ちゅう

学
がっ

校
こう

や高
こう

校
こう

の３年
ねん

間
かん

が無
ぶ

事
じ

に終
お

わって、次
つぎ

の学
がっ

校
こう

に行
い

くことを祝
いわ

うとても大
たい

切
せつ

な式
しき

です。卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

は子
こ

供
ども

に卒
そつ

業
ぎょう

証
しょう

書
しょ

（Diploma, 文凭）

を授
じゅ

与
よ

する（あげる）式
しき

なので、卒
そつ

業
ぎょう

証
しょう

書
しょ

授
じゅ

与
よ

式
しき

とも言
い

われます。

いつありますか。

小
しょう

学
がっ

校
こう

・・・３月
がつ

20 日
は つ か

ごろ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

・・・３月
がつ

10 日
と お か

ごろ

高
こう

校
こう

・・・３月
がつ

１日
ついたち

ごろ

何
なに

をしますか。

式
しき

では次
つぎ

のようなことをします。（学校
がっこう

によって、少
すこ

しずつ違
ちが

います）

１．卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

入
にゅう

場
じょう

・・卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

が式
しき

場
じょう

に入
はい

って来
き

ます。（保
ほ

護
ご

者
しゃ

や先
せん

生
せい

は先
さき

に式
しき

場
じょう

で待
ま

ちます）

２．開
かい

式
しき

のことば・・始
はじ

めるときのあいさつです。

３．国
こっ

歌
か

斉
せい

唱
しょう

・・・ 全
ぜん

員
いん

で日
に

本
ほん

の国
くに

の歌
うた

「君
きみ

が代
よ

」を歌
うた

います。（歌
うた

わない学
がっ

校
こう

もあ

ります）

４．卒
そつ

業
ぎょう

証
しょう

書
しょ

授
じゅ

与
よ

・・担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

が卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

の名
な

前
まえ

を呼
よ

びます。名
な

前
まえ

を呼
よ

ばれた卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

は、順
じゅん

番
ばん

に校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

の前
まえ

に行
い

って卒
そつ

業
ぎょう

証
しょう

書
しょ

をもらいます。

５．学
がっ

校
こう

長
ちょう

式
しき

辞
じ

・・・校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

がお祝
いわ

いの言
こと

葉
ば

を言
い

います。

６．来
らい

賓
ひん

祝
しゅく

辞
じ

・・・・地
ち

域
いき

の人
ひと

など招
しょう

待
たい

された人
ひと

のうち一人
ひ と り

が

お祝
いわ

いの言
こと

葉
ば

を言
い

います。

７．在
ざい

校
こう

生
せい

送
そう

辞
じ

・・・ 下
した

の学
がく

年
ねん

の子
こ

供
ども

たち（在
ざい

校
こう

生
せい

）がお祝
いわ

いの言
こと

葉
ば

を言
い

って、歌
うた

を歌
うた

います。

８．卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

答
とう

辞
じ

・・・卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

がお礼
れい

の言
こと

葉
ば

を言
い

って、歌
うた

を歌
うた

います。

９・校
こう

歌
か

斉
せい

唱
しょう

・・・・先
せん

生
せい

と子
こ

供
ども

たちが一
いっ

緒
しょ

に学
がっ

校
こう

の歌
うた

を歌
うた

います。

10．閉
へい

式
しき

のことば・・ 終
お

わるときのあいさつです。

11．卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

退
たい

場
じょう

・・ 卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

が式
しき

場
じょう

から出
で

て行
い

きます。みんなで拍
はく

手
しゅ

をします。

12．保
ほ

護
ご

者
しゃ

謝
しゃ

辞
じ

・・・ 卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

のうちの一人
ひ と り

が、先生
せんせい

にお礼
れい

の言
こと

葉
ば

を言
い

います。

卒
業
式
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子供
こ ど も

は何
なに

をもらいますか。

卒
そつ

業
ぎょう

証
しょう

書
しょ

卒
そつ

業
ぎょう

アルバム 花
はな

束
たば

記
き

念
ねん

品
ひん

（ペン、印
いん

鑑
かん

、辞
じ

書
しょ

など）

保
ほ

護
ご

者
し ゃ

はどんな服
ふ く

を着
き

ますか。

お父
とう

さん

濃
こ

い色
いろ

のスーツとネクタイ

お母
かあ

さん

黒
くろ

、グレー、紺
こん

のスーツ（黒
くろ

が多
おお

い）

パールのネックレスやコサージュを

付
つ

けてもいいです。

考
かんが

えましょう

卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

の日
ひ

に、してもいいものに○、してはいけないものに×をつけてください。

＜卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

に行
い

くとき＞

１．（ ）長
なが

い時間
じ か ん

で疲
つか

れるので、ジーパンで行
い

く。

２・（ ）お祝
いわ

いの日
ひ

なので、アクセサリーをたくさんつけて、派
は

手
で

な色
いろ

の服
ふく

を着
き

る。

３．（ ）国
くに

の家
か

族
ぞく

や友
とも

達
だち

から電
でん

話
わ

があるかもしれないので、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の音
おと

が鳴
な

るよう

にしておく。

＜卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

で＞

４．（ ）式
しき

場
じょう

は寒
さむ

いので、風邪
か ぜ

を引
ひ

かないようにコートを着
き

ておく。

５．（ ）いい写
しゃ

真
しん

を撮
と

りたいから、子
こ

供
ども

の近
ちか

くまで行
い

く。

６．（ ）咳
せき

が止
と

まらなくなったときや、一
いっ

緒
しょ

に連
つ

れて行
い

った小
ちい

さい子
こ

供
ども

が騒
さわ

ぐときは

外
そと

に出
で

る。

７．（ ）のどが渇
かわ

いたときは水
みず

を飲
の

む。

８．（ ）隣
となり

の席
せき

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

と次
つぎ

の学
がっ

校
こう

について話
はなし

をする。
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付録

初
しょ

診
しん

問
もん

診
しん

票
ひょう

記
き

入
にゅう

日
び

年
ねん

月
がつ

日
にち

お名
な

前
まえ

ふりがな 生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

大
たい

正
しょう

昭
しょう

和
わ

年
ねん

月
がつ

日
にち

平
へい

成
せい

連
れん

絡
らく

先
さき 〒 ＴＥＬ

職
しょく

業
ぎょう

E-mail：

以
い

下
か

の項
こう

目
もく

について、○で囲
かこ

む、もしくはご記
き

入
にゅう

下
くだ

さい。

■受
じゅ

診
しん

希
き

望
ぼう

科
か

（ 内
ない

科
か

外
げ

科
か

整
せい

形
けい

外
げ

科
か

）

■本
ほん

日
じつ

はどうなさいましたか。具
ぐ

体
たい

的
てき

に

（体
たい

温
おん

℃）

■いつからですか？ 約
やく

頃
ごろ

から

■ 上
じょう

記
き

の 症
しょう

状
じょう

で他
ほか

の 病
びょう

院
いん

を受
じゅ

診
しん

されましたか？（ した・ しない ）

■今
いま

まで大
おお

きな 病
びょう

気
き

・外
がい

傷
しょう

あるいは現
げん

在
ざい

治
ち

療
りょう

中
ちゅう

の 病
びょう

気
き

がありますか？

なし ・ あり → どんな 病
びょう

気
き

･けがでしたか？

いつ頃
ごろ

（約
やく

ヶ
か

月
げつ

前
まえ

／約
やく

年
ねん

前
まえ

）

現
げん

在
ざいい

治
ち

療
りょう

中
ちゅう

： 医
い

療
りょう

機
き

関
かん

：

■現
げん

在
ざい

飲
の

んでいるお 薬
くすり

はありますか？

なし ・ あり →どんなお 薬
くすり

ですか？

■今までアレルギー・特
とく

異
い

体
たい

質
しつ

といわれたことがありますか？

なし ・ あり（ 薬
くすり

： 食
しょく

品
ひん

： その他
た

: ）

■たばこ：吸
す

わない・過
か

去
こ

に吸
す

っていた・現
げん

在
ざい

も吸
す

っている： 本
ほん

／日
にち

（ 歳
さい

～ 歳
さい

）

■酒
さけ

：飲
の

まない・飲
の

む→毎
まい

日
にち

・ 週
しゅう

（ ）回
かい

・月
つき

（ ）回
かい

、 種
しゅ

類
るい

■妊
にん

婦
ぷ

の可
か

能
のう

性
せい

： あり ・ なし 授
じゅ

乳
にゅう

中
ちゅう

： はい ・ いいえ

多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

http://www.k-i-a.or.jp/medical
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平
へい

成
せい

25年
ねん

２月
がつ

25日
にち

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（お父
とう

さん、お母
かあ

さん）のみなさんへ

眉
び

山
ざん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

第
だい

６６回
かい

卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

について

次
つぎ

のとおり、第
だい

６６回
かい

卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

をします。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の３年
ねん

間
かん

が終
お

わるお子
こ

さんを、

卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

でお祝
いわ

いしてあげてください。

１．時
じ

間
かん

平
へい

成
せい

２５年
ねん

３月
がつ

１５日
にち

（金
きん

） １０：００～１１：００

９時
じ

４０分
ぷん

までに、来
き

てください。

２．場
ば

所
しょ

体
たい

育
いく

館
かん

３．お願
ねが

い （１）体
たい

育
いく

館
かん

入
いり

口
ぐち

で、受
うけ

付
つけ

をしてから入
はい

ってください。

（２）上
うわ

履
ば

き（スリッパなど、体
たい

育
いく

館
かん

で履
は

く靴
くつ

）を持
も

って来
き

てください。

（３） 車
くるま

で来
こ

ないでください。
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平
へい

成
せい

25年
ねん

２月
がつ

25日
にち

卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

へ

眉
び

山
ざん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

校
こう

長
ちょう

〇〇 〇〇

第
だい

６６回
かい

卒 業 式
そつぎょうしき

のご案
あん

内
ない

寒
さむ

さもしだいに緩
ゆる

み、春
はる

の到
とう

来
らい

を感
かん

じる今日
きょう

この頃
ごろ

、皆
みな

様
さま

方
がた

には、ますますご清
せい

栄
えい

のこととお 慶
よろこ

び申
もう

し上
あ

げます。

さて、本
ほん

校
こう

第
だい

６６回
かい

卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

を、下
か

記
き

のとおり 行
おこな

います。ご多
た

忙
ぼう

の折
おり

とは存
ぞん

じま

すが、希
き

望
ぼう

にあふれ、 新
あたら

しい一歩
いっぽ

を踏
ふ

み出
だ

すお子
こ

様
さま

の晴
は

れ 姿
すがた

をご覧
らん

いただき、門
かど

出
で

を

祝 福
しゅくふく

していただきますようご案
あん

内
ない

申
もう

し上
あ

げます。

１．日
にち

時
じ

平
へい

成
せい

２５年
ねん

３月
がつ

１５日
にち

（金
きん

） １０：００～１１：００

９時
じ

４０分
ぷん

までに、式
しき

場
じょう

にお入
はい

りください。

２．式
しき

場
じょう

体
たい

育
いく

館
かん

３．お願
ねが

い （１）式
しき

場
じょう

入
い

り口
ぐち

にて、受
うけ

付
つけ

を済
す

ませてお入
はい

りください。

（２）上
うわ

履
ば

きをご持
じ

参
さん

ください。

（３）お 車
くるま

でのご来
らい

校
こう

はご遠
えん

慮
りょ

くださいますようお願
ねが

い致
いた

します。


